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〔
解　

説
〕

　

第
一
一
九
代
の
光
格
天
皇
（
一
七
七
一
〜
一
八
四
〇
）
は
、
今
か
ら
二

百
年
前
（
一
八
一
七
）
に
数
え
四
十
七
歳
で
譲
位
さ
れ
た
。
そ
の
関
係
史

資
料
は
、
か
な
り
多
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
宮
内
庁
（
京
都
の

東
山
御
文
庫
と
東
京
の
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
）
に
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
以

外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

一　

蜂
須
賀
家
原
蔵
の
旧
名
「
観
桜
御
幸
行
列
図
巻
」

　

そ
の
貴
重
な
絵
巻
の
ひ
と
つ
が
、
徳
島
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
全
三
巻
の
鮮
明
な
カ
ラ
ー
写
真
を
、
同
館
の
H 

P
デ
ジ
タ

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
全
三
巻
の
モ

ノ
ク
ロ
写
真
が
、
同
館
元
学
芸
員
（
現
四
国
大
学
教
授
）
の
須
藤
茂
樹
氏

に
よ
り
資
料
紹
介
さ
れ
て
い
る
（「
作
品
紹
介
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸

儀
仗
図
絵
巻
」
に
つ
い
て
」『
四
国
大
学
紀
要
』
第
三
九
号
、
平
成
二
十

三
年
、
W 

E 

B
掲
載
）。

　

そ
こ
で
、
同
館
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
貴
重
な
参
考
資
料
が
何
点
も
送
ら

れ
て
き
た
。
よ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
要
点
を
以
下
に
解
説
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
絵
巻
は
、
元
来
「
阿
波
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
」
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
弘
文
荘
の
「
待
買

古
書
目
」
第
三
十
八
号
に
載
り
、
そ
れ
を
鳴
門
出
身
の
楠
育
治
氏
が
購
入

さ
れ
、
の
ち
他
の
収
集
品
約
三
千
点
と
一
括
し
て
徳
島
県
立
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
段
階
で
は
、「
観
桜
御
幸
行
列
図
巻
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。

弘
文
荘
の
書
目
に
よ
れ
ば
、「
絹
本
極
彩
色
。
タ
テ
三
九
・
五
糎
。
長
さ

上
巻
一
一
米
六
六
糎
、
中
巻
一
四
米
五
四
糎
、
下
巻
七
米
七
三
糎
」（
全

史
料
紹
介

徳
島
県
立
博
物
館
所
蔵
『
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
』

│
付
論　
『
光
格
天
皇
新
造
内
裏
還
幸
絵
図
』
解
説
の
追
補

│

所　
　
 

功
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専
門
委
員
の
河
野
太
郎
氏
（
徳
島
大
学
教
授
）
が
独
自
に
調
査
さ
れ
た
報

告
書
「
光
格
天
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
三
巻
に
つ
い
て
」（
手
書
き
、
約

三
八
字
×
一
五
行
×
五
枚
）
で
、
よ
り
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

河
野
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
作
品
は
…
正
式
に
は
（
右
）
表
題

の
よ
う
に
称
す
べ
き
も
の
」
で
あ
り
、「
作
者
は
阿
波
藩
の
絵
師
渡
辺
広

輝
（
一
七
七
八
〜
一
八
三
八
）
で
…
彼
の
門
弟
守
住
貫
魚
（
一
八
〇
九
〜

一
八
九
二
）
を
助
手
と
し
て
補
写
を
命
じ
完
成
し
た
も
の
」
で
あ
る
。
し

か
も
「
貫
魚
が
広
輝
よ
り
輝
の
字
を
授
け
ら
れ
た
の
は
文
政
十
二
年
正
月

十
一
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
作
品
は
文
政
七
年
十
月
着
手
、
文
政
十
二
年

の
初
め
に
完
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
上
巻
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
「
先
導
し

た
京
都
所
司
代
内
藤
紀
伊
守
信
親（
敦
）の

一
行
と
、
仙
洞
附
成
瀬
因
幡
守
正
育

の
一
行
で
あ
る
」
こ
と
を
、「
内
藤
の
家
紋
」
と
「
成
瀬
の
家
紋
」
か
ら

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
中
巻
の
中
心
は
「
上
皇
の
玉
輦
」
で
あ
り
、「
香
川
大
学
図
書
館

神
原
文
庫
『
文
政
七
甲
申
（
年
）
九
月
廿
一
日　

修
学
院
御
幸
御
当
座
和

歌
』
と
い
う
写
本
…
に
よ
れ
ば
、
三
十
八
人
の
公
卿
が
お
供
し
た
こ
と
が

わ
か
る
」「
最
高
の
供
奉
は
鷹
司
政
通
で
あ
る
が
、
上
皇
の
御
子
有
栖
川

宮
韶
仁
親
王
も
中
務
卿
と
し
て
お
供
し
て
」
お
り
、
他
の
公
卿
も
「
家
紋

に
よ
っ
て
推
定
で
き
る
も
の
が
多
い
」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
下
巻
で
は
、「
仙
洞
附
の
小
笠
原
豊
前
守
直
信
の
一
行
」
で
あ

る
こ
と
が
「
小
笠
原
の
家
紋
」
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
に
描
か
れ

長
三
四
米
）
の
長
大
な
図
巻
で
あ
る
が
、「
題
名
も
筆
者
も
記
さ
れ
て
い

な
い
」
の
で
「
仮
に
右
の
如
く
題
」
し
た
と
い
う
。

　

全
三
巻
の
う
ち
、
上
巻
に
は
、
ま
ず
「
紋
服
と
上
下
（
裃
）
に
威
儀
を

正
し
た
所
の
立
ち
人
物
が
、
箒
を
手
に
し
て
道
路
を
清
掃
し
て
」
お
り
、

つ
い
で
画
面
の
上
方
に
「
多
く
の
庶
民
が
青
筵
の
上
に
正
座
し
…
美
し
い

衣
裳
の
婦
人
・
子
供
…
五
十
人
ほ
ど
、
み
な
端
正
な
姿
勢
で
、
行
列
の
盛

儀
を
拝
見
し
よ
う
と
す
る
人
々
」
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
「
金
棒
を
手
に
し

た
中
年
の
二
人
の
先
ぶ
れ
を
先
頭
に
、
行
列
が
進
ん
で
来
る
」。

　

行
列
の
人
数
は
、「
上
巻
に
二
百
九
十
八
、
中
間
に
四
百
七
十
九
、
下

巻
に
二
百
五
十
、
合
わ
せ
て
千
二
十
七
人
」
に
の
ぼ
り
、「
一
人
ず
つ
が
、

身
長
約
十
一
セ
ン
チ
ほ
ど
に
大
き
く
描
か
れ
」「
荷
か
つ
ぎ
・
馬
の
口
と

り
等
の
下
人
の
外
は
、
み
な
紋
服
の
上
に
上
下
を
つ
け
、
所
々
に
騎
馬
の

公
卿
、
殿
上
人
の
姿
が
交
り
」、「
騎
馬
の
貴
人
の
数
は
、
上
巻
に
五
騎
、

中
巻
に
十
騎
、
下
巻
に
十
二
騎
描
か
れ
」
る
。
し
か
も
「
中
巻
の
半
ば
す

ぎ
に
、
十
五
人
の
仕
丁
に
か
か
（
舁
）
れ
た
玉
輦
が
進
み
…
後
方
に
…
関

白
ら
し
い
人
物
が
従
い
…
そ
の
後
に
七
人
か
（
舁
）
き
の
女
輿
が
続
く
」

と
あ
る
。

二　

徳
島
県
立
博
物
館
所
蔵
本
の
河
野
太
郎
氏
に
よ
る
考
証

　

大
筋
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、「
画
風
か
ら
推
し
て
、

多
分
に
江
戸
の
画
人
」
と
い
う
に
留
ま
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
徳
島
県
立

博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
後
、
県
の
文
化
財
指
定
に
先
立
ち
、
県
立
文
化
財
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深
い
姻
戚
関
係
か
ら
、
当
藩
で
作
成
さ
れ
た
理
由
も
推
測
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
報
告
書
で
は
、
修
学
院
へ
の
御
幸
に
関
す
る
文
政
七
年
十

月
当
時
の
記
録
が
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、

記
録
と
絵
巻
を
照
合
し
て
、
絵
巻
に
描
か
れ
た
主
要
な
参
列
者
を
特
定
す

る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
の
時
の
「
当
座
和
歌
」
史
料
を
翻
刻
し
、
絵
巻
と
の

関
連
に
も
言
及
す
る
。

三　

文
政
七
年
の
修
学
院
御
幸
に
関
す
る
資
料

　

ま
ず
当
時
の
御
幸
記
録
は
、
か
な
り
現
存
す
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
だ
け

で
も
、
左
の
十
数
点
が
あ
る
。（
現
在
、
光
格
天
皇
・
上
皇
の
関
係
資
料

と
し
て
一
括
調
査
し
、
複
写
を
収
集
し
て
い
る
。）

1　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
一
会
（
二
一
〇
│

四
八
八
）

2　

 

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
御
列
書
（
二
〇
八
│

六
四
五
、
二
一
〇
│

四
五
四
）

3　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
列
（
二
〇
八
│

六
四
七
）

4　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
雑
例
（
三
五
〇
│

四
三
九
）

5　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
次
第
（
F 

一
〇
│

三
九
七
）

6　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
書
類
（
葉
三
九
四
）

7　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
（
二
〇
八
│

六
三
四
）

8　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
始
御
列
書
（
二
〇
八
│

九
一
五
）

9　

 
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
始
列
書
並
供
奉
装
束
記
（
一
六
七
│

35
）

10　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
行
列
（
二
〇
八
│

六
五
二
）

る
「
お
供
の
公
卿
た
ち
」
に
つ
い
て
は
、
別
紙
の
「
御
当
座
和
歌
」
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
一
々
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

最
後
に
、「
蜂
須
賀
家
が
こ
の
図
を
描
か
せ
た
理
由
」
と
し
て
、「
時
の

藩
主
斉
昌
の
夫
人
は
関
白
（
鷹
司
）
政
通
の
妹
、
政
通
の
母
は
蜂
須
賀
重

喜
の
娘
、
即
ち
斉
昌
の
叔
母
に
あ
た
る
、
と
い
う
よ
う
な
近
い
親
戚
で
あ

る
こ
と
、
時
の
（
光
格
）
天
皇
の
女
御
は
、
政
通
の
妹
で
あ
る
と
同
時

（
に
）
蜂
須
賀
斉
昌
夫
人
の
妹
に
あ
た
り
、
皇
室
と
も
深
い
関
係
に
あ
る

こ
と
」
か
ら
、「
記
念
の
た
め
に
残
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
見
ら
れ
て

い
る
。

　

そ
の
上
、
絵
巻
の
作
者
が
徳
島
藩
絵
師
の
渡
辺
広
輝
と
直
弟
子
の
守
住

貫
魚
で
あ
る
こ
と
（
成
立
は
文
政
十
二
年
以
前
）、
ま
た
上
巻
・
中
巻
に

描
か
れ
る
の
が
、
京
都
所
司
代
と
仙
洞
付
の
一
行
で
あ
る
こ
と
も
、
家
紋

に
よ
り
判
明
す
る
。
さ
ら
に
当
時
の
関
白
鷹
司
家
と
藩
主
蜂
須
賀
家
と
の

（
政
通
の
妹
）

光
格
天
皇
の
女
御

（
政
通
の
妹
）

鷹
司
　
政
熙

鷹
司
家
と
蜂
須
賀
家
の
関
係

鷹
司
　
政
通

娘

蜂
須
賀
　
重
喜

蜂
須
賀
　
治
明

蜂
須
賀
　
斉
昌
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り
、〔
c
〕
の
行
列
に
は
①
〜
（
35
）
の
一
連
番
号
を
付
し
、
各
々
の
列

中
人
物
に
数
字
で
傍
注
を
加
え
、
記
事
の
重
要
な
部
分
を
太
字
に
し
た
）。

四　

殿
上
人
橋
本
実
久
の
御
幸
供
奉
記
録

〔
a
〕
文
政
七
年
九
月
二
十
一
日　

庚
戌
、
晴
、
風
静
か
な
り
。
今
日

（
光
格
）
上
皇
、
修
学
院
の
離
宮
に
御
幸
し
た
ま
ふ
な
り
。（
蔵
人
）
頭

右
大
弁
顕
孝
朝
臣
奉
行
す
。
予
（
橋
本
実
久
）
供
奉
を
為
す
べ
き
に
依

り
、
寅
剋
、
移
菊
の
狩
衣
（
細
注
・
傍
注
省
略
）・
蘇
芳
の
練
絹
〔
文

藤
・
立
涌
〕、
黄
の
練
単
・
薄
色
の
奴
袴
〔
上

・
白
の
下
袴
を
着
け

具
す
。
乗
馬
〔
鹿
毛
・
水
干
鞍
・
蒔
絵
橋
・
同
鎧
・
錦
皮
表
敷
・
同
力

革
豹
皮
切
付
・
同
肌
付
・
熊
皮
泥
障
・
帽
額
鏡
輿
・
紺
緂
布
手
綱
・
同

腹
帯
・
緋
總
鞦
…
〕、
舎
人
一
人
〔
細
烏
帽
、
花
田
水
干
…
〕、
随
身
四

人
〔
一
座
蘇
芳
上
下
黄
単
…
〕、
小
舎
人
童
一
人
〔
二
藍
水
干
・
上
下

白
単
…
〕、
雑
色
二
人
〔
細
烏
帽
・
朽
葉
上
下
紅
単
…
〕、
白
張
二
人
、

笠
持
〔
白
張
〕
等
召
具
、
参
院
、
供
奉
の
人
々
参
集
。

〔
b
〕
卯
剋
、
出
御
の
御
催
あ
り
。
公
卿
左
大
臣
以
下
、（
紫
宸
殿
）
南
庭

に
列
立
す
〔
北
上
東
面
、
或
い
は
半
靴
、
或
い
は
浅
沓
〕、
予
は
蒔
絵

の
野
剣
〔
紫
の
革
緒
〕
を
帯
し
、
半
靴
を
着
け
、
中
門
の
外
に
立
つ

〔
東
上
北
面
〕。
…

　

次
に
上
皇
〔
御
烏
帽
子
・
直
衣
〈
白
〉
白
御
衣
・
同
御
単
・
白
の
御
奴

袴
〕、
御
輿
に
乗
り
た
ま
ふ
。
関
白
（
鷹
司
政
通
）
御
簾
に
候
せ
し
め

給
ふ
。
右
中
将
隆
起
朝
臣
、
御
剣
を
給
は
る
。
乗
御
の
後
、
左
将
曹
藤

11　

 

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
供
奉
式
目
（
二
〇
八
│

六
五
〇
、
二
〇

八
│

九
一
一
）

12　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
奉
行
日
記
（
西　

二
六
四
）

13　

光
格
上
皇
修
学
院
初
度
御
幸
行
粧
記
（
一
七
五
│

三
八
五
）

14　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
御
輿
図
（
四
五
│

二
五
）

15　

光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
服
色
（
二
〇
八
│

九
一
三
）

※ 

須
藤
茂
樹
氏
は
前
掲
論
文
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
「
蜂

須
賀
家
文
書
」
目
録
に
よ
っ
て
、「
仙
洞
御
所
修
学
院
御
幸
行
列

書
」（
書
陵
部
の
1
に
相
当
）・「
修
学
院
御
幸
供
奉
色
目
写
」（
同

11
に
相
当
）・「
修
学
院
御
幸
次
第
」（
同
5
に
相
当
）
各
一
冊
と

「
修
学
院
御
幸
御
会
」
二
冊
・「
鷹
司
関
白
様
御
院
恭
御
列
書
」
三

冊
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
「
文
政
六
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
六
年
は
「
七
年
」
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
も
宮
内
省
編
『
光
格
天
皇
実
録
』（
ゆ
ま
に
書
房
刊
本
第
四
冊
）

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月
二
十
一
日
条
に
は
、（
イ
）『
洞
中
執
次
詰

所
日
記
』、（
ロ
）『
日
次
案
』、（
ハ
）『
実
久
卿
記
』、（
ニ
）『
修
学
院
御

幸
録
』（
東
山
御
文
庫
所
蔵
本
）、（
ホ
）『
修
学
院
御
用
』（
同
上
）
が
引

載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
行
列
に
つ
い
て
は
（
ロ
）
と
（
ハ
）
が
詳
し
い
。
特
に

（
ハ
）
は
当
日
「
殿
上
人
」
と
し
て
参
列
し
た
橋
本
実
久
（
三
十
五
歳
）

の
日
記
で
あ
り
、
衣
服
も
一
々
注
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
原
漢

文
を
書
き
下
し
文
で
左
に
示
そ
う
（
本
文
を
〔
a
〕
〜
〔
i
〕
に
区
切
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染
の
水
干
・
上
下
・
黄
の
単
〕、
5
雑
色
四
人
〔
細
烏
帽
子
・
白
の

上
下
・
紅
の
単
・
花
田
帯
〕、
6
下
品
の
雑
色
〔
白
張
〕、
笠
〔
白
張
〕、

7
舎
人
一
人
〔
朽
葉
の
水
干
・
白
帷
・
葛
袴
〕

④
〔
院
司
〕
蔵
人
1
権
右
少
弁
光
暉
〔
織
襖
・
雁
衣
・
地
青
、
文
は
紫
・

梅
丸
紅
引
倍
義
・
白
の
生
の
単
・
鳥
多
須
喜
・
奴
袴
・
半
靴
〕、
2
乗

馬
〔
青
・
水
干
・
鞍
〕、
3
舎
人
一
人
〔
細
烏
帽
子
・
二
藍
の
水
干
・

黄
の
単
・
差
鞭
〕、
4
雑
色
六
人
〔
細
烏
帽
、
三
人
は
花
田
の
上
下
・

黄
の
単
、
三
人
は
白
の
上
下
・
紅
の
単
〕、
下
品
の
雑
色
二
人
〔
白

張
〕、
5
笠
〔
白
張
〕

⑤
〔
院
司
〕
蔵
人
1
右
中
弁
隆
光
〔
白
の
練
薄
物
の
単
・
雁
衣
〈
無

文
〉・
一
斤
染
の
衣
・
白
の
単
・
茶
染
の
布
・
奴
袴
・
半
靴
〕、
2
乗
馬

〔
青
・
水
干
・
鞍
・
浅
黄
の
總
鞦
〕、
3
随
身
二
人
〔
折
烏
帽
・
槿
の
上

下
・
濃
き
単
・
黒
漆
の
剣
・
同
壷
胡
六
・
同
弓
〕、
4
小
舎
人
童
一
人

〔
白
の
平
絹
の
上
下
・
花
田
の
単
・
熊
皮
毛
の
沓
〕、
5
舎
人
一
人
〔
細

烏
帽
・
青
丹
の
水
干
・
上
下
黄
の
単
・
差
鞭
〕、
6
雑
色
二
人
〔
細
烏

帽
・
白
張
の
上
下
・
白
の
単
・
青
朽
兼
の
帯
〕、
7
看
督
長
二
人
〔
平

礼
・
白
張
の
上
下
・
白
の
単
・
黒
漆
の
剣
・
同
壷
胡
六
・
同
弓
・
市
比

の
脛
巾
〕、
8
火
長
二
人
〔
尋
常
の
如
し
〕、
9
下
品
の
雑
色
二
人
〔
白

張
〕、
10
笠
〔
白
張
〕。

⑥
〔
院
司
〕
左
中
将
1
為
全
朝
臣
〔
白
の
襖
・
雁
衣
〈
文
は
烏
丸
〉・
黄

菊
の
衣
・
紅
の
単
・
紫
の
奴
袴
、
野
剣
を
帯
ぶ
、
半
靴
〕、
2
乗
馬

〔
青
・
水
干
・
鞍
〕、
3
舎
人
一
人
〔
細
烏
帽
子
・
花
田
の
上
下
・
白
の

原
武
備
に
賜
り
て
持
た
し
む
。
殿
上
人
以
上
以
前
行
し
、
西
の
大
門
の

外
で
馬
に
騎
る
。
…
予
も
馬
に
乗
り
て
前
行
す
。
皇
太
后
宮
大
夫
の
後

騎
は
御
後
に
候
す
。
関
白
は
行
列
よ
り
後
に
供
奉
し
給
ふ
〔
乗
馬
〕。

〔
c
〕
其
の
御
列
／
先
づ
殿
上
人
〔
下
﨟
を
先
に
す
。
二
行
（
列
）〕。

①
〔
院
司
〕
蔵
人
1
右
将
監
大
江
俊
矩
〔
練
薄
物
、
菊
の
雁
衣
〈
文

（
紋
）
千
鳥
〉・
薄
色
の
衣
・
紅
の
単
・
鳥
多
須
喜
・
奴
袴
・
野
剣
を
帯

び
尻
鞘
を
差
す
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
鹿
毛
・
水
干
鞍
〕、
3
舎
人
一
人

〔
細
烏
帽
子
・
蘇
芳
の
水
干
・
白
の
単
・
葛
袴
〕、
4
小
舎
人
童
一
人

〔
黄
の
上
下
・
雁
衣
・
紅
の
単
〕、
5
雑
色
四
人
〔
細
烏
帽
子
、
二
人
は

二
藍
の
上
下
、
黄
の
単
、
二
人
は
海
松
の
上
下
、
赤
の
単
〕、
6
下
品

の
雑
色
二
人
〔
花
田
の
上
下
、
細
烏
帽
〕、
7
笠
〔
白
張
〕。

②
〔
院
司
〕
蔵
人
1
民
部
大
丞
大
江
俊
常
〔
練
薄
物
、
菊
の
雁
衣

〈
文
〉・
黄
菊
の
衣
・
紅
の
単
・
鳥
多
須
貴
・
奴
袴
、
野
剣
を
帯
び
尻
鞘

を
差
す
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
青
、
水
干
、
鞍
〕、
3
舎
人
一
人
〔
細
烏

帽
・
二
藍
の
水
干
・
黄
の
単
・
葛
袴
〕、
4
小
舎
人
童
一
人
〔
蘇
芳
の

水
干
・
上
下
黄
の
単
〕、
5
雑
色
四
人
〔
細
烏
帽
、
二
人
は
麹
塵
の
上

下
・
赤
の
単
、
二
人
は
蘇
芳
の
上
下
・
黄
の
単
〕、
6
下
品
の
雑
色
二

人
〔
海
松
色
の
上
下
・
細
烏
帽
子
〕、
笠
〔
白
張
〕。

③
〔
院
司
〕
左
兵
衛
佐
1
恭
光
〔
織
襖
・
雁
衣
・
地
白
、
文
（
紋
）
紫
・

蘇
芳
の
衣
・
黄
の
単
・
半
色
の
奴
袴
、
野
剣
を
帯
び
虎
皮
の
尻
鞘
を
差

す
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
鹿
毛
・
水
干
・
鞍
〕、
3
随
身
二
人
〔
細
烏
帽

子
・
二
藍
の
上
下
・
紅
の
単
・
黒
漆
の
剣
〕、
4
小
舎
人
童
一
人
〔
紅
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干
・
紅
の
単
・
白
葛
の
袴
〕、
4
随
身
四
人
〔
細
烏
帽
子
・
二
藍
の
上

下
・
紅
の
単
・
黒
漆
の
剣
・
文
緒
あ
り
〕、
5
雑
色
二
人
〔
細
烏
帽
・

蘇
芳
の
上
下
・
黄
の
単
〕、
6
小
舎
人
童
一
人
〔
薄
蘇
芳
の
水
干
・
青

の
単
〕、
7
下
品
の
雑
色
三
人
〔
白
張
〕、
8
笠
〔
白
張
〕

⑪
〔
院
司
奉
行
〕
頭
右
大
弁
1
顕
孝
朝
臣
〔
位
次
は
為
全
朝
臣
の
下
と
雖

も
、
貫
首
た
る
の
間
、
位
次
を
乱
し
、
上
臈
と
為
す
。
花
田
の
練
薄

物
・
雁
衣
、
裏
同
じ
・
薄
色
の
衣
・
白
生
単
・
薄
色
藤
丸
花
鳥
丸
奴

袴
・
半
靴
〕、
2
副
舎
人
一
人
〔
細
烏
帽
子
・
香
上
下
・
白
葛
の
袴
・

黄
の
単
・
白
布
の
帯
〕、
3
瀧
口
源
敦
義
〔
折
烏
帽
・
白
襖
の
水
干
・

上
下
紅
綾
の
単
・
黒
漆
の
剣
・
重
藤
の
弓
・
狩
胡
六
〕、
4
雑
色
四
人

〔
細
烏
帽
子
・
白
の
上
下
・
黄
の
単
〕、
5
白
張
三
人
、
6
笠
〔
白
張
〕

　

公
卿

⑫
左
大
弁
宰
相
光
成
朝
臣
〔
織
襖
・
雁
衣
、
地
白
・
文
は
紫
花
菱
・
黄

衣
・
朽
葉
藤
丸
織
物
奴
袴
・
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
栗
毛
・
水
干
・
鞍
〕、

3
舎
人
二
人
〔
麹
塵
の
水
干
上
下
〕
3
侍
中
原
景
恕
〔
折
烏
帽
子
・
白

寄
布
の
単
・
雁
衣
・
紅
の
単
・
白
襖
袴
・
黒
漆
剣
〕、
4
内
府
〔
廐
〕、

5
舎
人
一
人
〔
細
烏
帽
・
花
田
上
下
・
黄
の
単
〕、
同
居
飼
〔
細
烏

帽
・
退
紅
黒
袴
〕、
6
雑
色
四
人
〔
細
烏
帽
子
・
白
張
の
上
下
・
花
田

の
単
〕、
7
下
品
の
雑
色
四
人
〔
白
張
〕、
8
笠
〔
白
張
〕

⑬
左
兵
衛
督
1
〔
永
雅
卿
〕〔
織
襖
の
単
・
雁
衣
、
地
黄
・
文
紫
花
鳥
丸

紅
衣
・
白
生
の
単
・
薄
色
藤
丸
織
物
奴
袴
、
野
剣
を
帯
ぶ
、
半
靴
〕、

2
乗
馬
〔
青
・
水
干
鞍
・
虎
皮
の
泥
障
を
差
す
〕、
3
舎
人
二
人
〔
細

単
〕、
4
随
身
四
人
〔
細
烏
帽
子
・
麹
塵
の
上
下
・
紅
の
単
・
黒
漆
の

剣
を
帯
ぶ
〕、
5
小
舎
人
童
一
人
〔
二
藍
の
上
下
・
紅
の
単
〕、
6
雑
色

二
人
〔
細
烏
帽
・
朽
葉
の
上
下
・
青
の
単
〕、
7
下
品
の
雑
色
二
人

〔
白
張
〕、
8
笠
〔
白
張
〕。

⑦
右
少
将
1
保
右
朝
臣
〔
菊
の
雁
衣
・
練
の
薄
物
、
文
は
藤
立
涌
、
薄
色

衣
・
紅
の
単
・
紫
の
奴
袴
・
野
剣
を
帯
し

皮
の
尻
鞘
を
差
す
、
半

靴
〕、
12
乗
馬
〔
鹿
毛
・
水
干
・
鞍
〕、
3
舎
人
一
人
〔
細
烏
帽
・
蘇
芳

の
水
干
・
黄
の
単
・
白
葛
の
袴
〕、
4
随
身
二
人
〔
折
烏
帽
・
花
田
の

上
下
・
紅
の
単
・
黒
漆
の
剣
〕、
5
小
舎
人
童
一
人
〔
薄
蘇
芳
の
上

下
・
水
干
・
黄
の
単
〕、
6
雑
色
四
人
〔
細
烏
帽
・
二
藍
の
上
下
・
紅

の
単
〕、
7
下
品
の
雑
色
二
人
〔
白
張
〕、
8
笠
〔
白
張
〕

⑧
左
中
将
1
有
言
朝
臣
〔
紫
の
細
烏
帽
子
・
懸
緒
・
白
襖
の
練
薄
物
・
雁

衣
、
文
は
龍
膽
、
立
涌
龍
膽
の
衣
・
紅
の
単
・
紫
の
奴
袴
・
野
剣
を
帯

ぶ
・
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
青
・
水
干
・
鞍
〕、
3
舎
人
一
人
〔
細
烏
帽
・

花
田
の
上
下
・
水
干
・
差
鞭
〕、
4
随
身
四
人
〔
細
烏
帽
子
・
朽
葉
の

上
下
・
黄
の
単
・
帯
剣
〕、
5
小
舎
人
童
一
人
〔
薄
蘇
芳
の
上
下
・
水

干
・
青
の
単
〕、
6
雑
色
二
人
〔
細
烏
帽
・
二
藍
の
上
下
・
紅
の
単
〕、

7
白
張
二
人
、
8
笠
〔
白
張
〕

⑨
予
（
橋
本
実
久
）〔
衣
体
、
以
下
先
（
a
）
に
注
す
〕

⑩
〔
院
司
〕
右
中
将
1
隆
起
朝
臣
〔
移
り
菊
の
練
薄
物
・
雁
衣
、
文
は
紅

葉
・
杉
葉
の
衣
、
紅
の
単
。
二
藍
生
奴
袴
・
野
剣
を
帯
ぶ
、
半
靴
〕
2

乗
馬
〔
青
・
水
干
・
鞍
〕、
3
舎
人
一
人
〔
細
烏
帽
子
・
香
上
下
・
水



33 徳島県立博物館所蔵『光格上皇修学院御幸儀仗図絵巻』

⑰
〔
院
司
〕
源
大
納
言
1
〔
重
能
卿
〕、〔
黄
菊
練
薄
物
、
雁
衣
〈
文
は
龍

膽
〉、
薄
青
衣
・
紅
単
・
薄
色
藤
丸
綾
奴
袴
・
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
青
・

水
干
鞍
〕、
3
舎
人
二
人
〔
細
烏
帽
・
二
藍
・
上
下
黄
単
〕、
4
雑
色
六

人
〔
細
烏
帽
・
朽
葉
上
下
紅
単
〕、
5
白
張
四
人
、
6
笠
〔
白
張
〕

⑱
甘
露
寺
前
大
納
言
1
〔
国
長
卿
〕〔
紫
組
、
烏
帽
子
、
懸
緒
あ
り
、
満

菊
白
裏
雁
衣
〈
文
菱
形
唐
草
中
花
菱
〉
黄
衣
、
白
単
、
浅
黄
藤
丸
織
物

奴
袴
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
青
、
水
干
鞍
、
虎
皮
泥
障
〕、
3
舎
人
二
人

〔
細
烏
帽
、
褐
返
上
下
水
干
、
白
布
帯
、
白
単
〕、
4
侍
二
人
〔
加
茂
重

敬
〈
折
烏
帽
子
、
薄
青
布
衣
、
二
藍
帯
、
白
袴
、
白
生
単
、
黒
漆
剣
〉、

藤
原
光
清
〈
薄
色
布
衣
、
白
余
同
上
〉〕、
5
雑
色
六
人
〔
細
烏
帽
、
縹

上
下
、
白
布
帯
、
紅
単
〕、
6
走
雑
色
二
人
〔
白
張
〕、
7
笠
〔
白
張
、

鹿
皮
鞍
覆
を
付
す
〕

⑲
1
執
権
権
大
納
言
〔
家
厚
卿
〕〔
菊
の
雁
衣
〔
文
杏
葉
立
涌
〕〕、
薄
色

の
衣
、
白
単
、
薄
色
藤
丸
織
物
奴
袴
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
鹿
毛
、
坐

鞍
、
尺
泥
障
〕、
3
舎
人
二
人
〔
細
烏
帽
、
赤

染
水
干
、
白
帷
、
白

葛
袴
〕、
4
諸
大
夫
礼
和
〔
折
烏
帽
子
、
紺
青
丹
雁
衣
、
白
単
、
浅
黄

奴
袴
〕、
5
侍
藤
原
綱
備
〔
折
烏
帽
子
、
縹
白
裏
布
衣
、
黄
単
、
白
襖

袴
〕、
6
衛
府
長
藤
原
〔
細
烏
帽
子
、
褐
返
上
下
紅
単
、
黒
漆
剣
〕、
7

雑
色
六
人
〔
細
烏
帽
、
白
上
下
紅
単
〕、
8
白
張
二
人
、
9
笠
〔
白
張
、

虎
皮
鞍
覆
を
付
す
〕

⑳
1
執
事
左
大
臣
〔
斉
信
卿
〕〔
烏
帽
子
〈
紫
組
懸
緒
〉、
直
衣
、
黄
菊

衣
、
白
単
、
薄
色
藤
丸
織
物
、
奴
袴
〕、
2
乗
馬
〔
鹿
毛
、
大
和
鞍
、

烏
帽
・
一
人
は
青
唐
紙
上
下
、
水
干
〈
文
色
蘇
芳
花
鳥
〉・
白
の
大
帷
、

一
人
は
花
田
唐
紙
水
干
〈
文
色
黄
龍
膽
立
涌
〉、
白
葛
袴
〕、
4
随
身
四

人
〔
細
烏
帽
・
二
藍
の
上
下
単
・
黒
漆
剣
〕、
5
雑
色
三
人
〔
細
烏
帽

子
・
朽
葉
上
下
、
紅
の
単
〕、
6
下
品
の
雑
色
三
人
〔
白
張
〕、
7
笠

〔
白
張
〕

⑭
左
衛
門
督
1
〔
雅
光
卿
〕〔
薄
色
・
烏
帽
子
・
懸
緒
あ
り
、
蒲
萄
練
薄

物
雁
衣
〈
文
は
花
菱
唐
草
丸
〉、
黄
菊
の
衣
、
紅
の
単
、
薄
色
藤
丸
織

物
奴
袴
、
野
剣
を
帯
ぶ
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
鹿
毛
・
水
干
鞍
〕、
3
舎

人
二
人
〔
細
烏
帽
子
・
花
田
の
水
干
上
下
黄
帷
〕、
4
随
身
舎
人
〔
細

烏
帽
子
・
二
藍
上
下
紅
単
・
黒
漆
剣
〕、
5
雑
色
四
人
〔
細
烏
帽
子
・

蘇
芳
上
下
黄
単
〕、
6
白
張
四
人
、
7
笠
〔
白
張
〕

⑮
〔
院
司
〕
新
大
納
言
〔
1
俊
明
卿
〕〔
紫
組
、
烏
帽
子
、
懸
緒
あ
り
、

襖
白
裏
雁
衣
〈
文
は
飛
雲
〉、
薄
色
の
衣
、
白
の
単
、
浅
黄
藤
丸
織

物
奴
袴
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
鹿
毛
、
水
干
鞍
〕、
3
舎
人
二
人
〔
細
烏

帽
、
一
人
は
薄
色
上
下
黄
単
、
一
人
は
褐
返
水
干
・
白
葛
袴
・
黄
単
〕、

4
雑
色
八
人
〔
細
烏
帽
・
麹
塵
上
下
黄
単
〕、
5
白
張
四
人
、
6
笠

〔
白
張
〕。

⑯
萬
里
小
路
大
納
言
1
〔
建
房
卿
〕〔
薄
青
白
裏
雁
衣
、
文
は
根
笹
、
薄

色
衣
・
白
単
・
浅
黄
藤
丸
織
物
奴
袴
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
青
・
水
干

靴
〕、
3
舎
人
二
人
〔
一
人
は
二
藍
上
下
水
干
・
白
単
・
一
人
は
麹
塵

の
水
干
・
白
単
・
白
葛
袴
〕、
4
雑
色
八
人
〔
細
烏
帽
、
花
田
の
上
下

黄
単
〕、
5
下
品
の
雑
色
四
人
〔
白
張
〕、
6
笠
〔
白
張
〕
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漆
剣
〕

㉒
御
輿
〔
賀
輿
丁
四
十
人
、
長
二
人
、
各
退
紅
、
白
袴
〕

㉓
庁
官
繁
直
朝
臣
、
御
沓
を
持
ち
、
柳
筥
に
居
る
〔
平
礼
、
白
張
上
下
、

紅
単
〕、
御
雨
皮
、
退
紅
仕
丁
こ
れ
を
持
つ
。
御
笠
〔
白
張
こ
れ
を
持

つ
〕

㉔
下
﨟
御
随
身
、
左
は
1
源
清
郁
・
2
紀
淑
亮
・
3
大
江
芳
全
。
右
は
4

源
武
理
・
5
源
尚
文
・
6
紀
宗
□
〔
各
々
折
烏
帽
子
、
蘇
芳
布
衣
、
上

下
紅
単
、
黒
漆
剣
、
弦
巻
を
付
す
〕

㉕
後
騎
、
皇
太
后
宮
大
夫
1
〔
実
堅
卿
〕〔
香
ス
キ
白
雁
衣
、
文
紅
葉
襷
、

花
田
引
陪
義
、
黄
単
、
薄
色
藤
丸
織
物
奴
袴
、
半
靴
〕、
2
乗
馬
〔
月

毛
、
御
馬
を
申
請
す
、
水
干
鞍
〕、
3
舎
人
二
人
〔
細
烏
帽
一
人
、
赤

色
水
干
、
上
下
黄
衣
、
一
人
は
二
藍
水
干
、
白
葛
袴
〕、
4
御
廐
舎
人

〔
平
礼
、
櫨
上
下
、
薄
色
衣
、
赤
帷
〕、
5
居
飼
〔
退
紅
、
黒
衣
袴
〕、

6
諸
大
夫
康
民
〔
烏
帽
子
、
縹
雁
衣
、
文
龍
膽
黄
衣
、
紅
単
、
青
鈍
奴

袴
〕、
7
侍
藤
原
忠
芳
〔
烏
帽
、
掠
蘭
地
布
衣
、
裏
黄
紅
単
、
白
襖
袴
、

黒
漆
剣
〕、
8
小
雑
色
六
人
〔
細
烏
帽
、
一
人
は
朽
葉
上
下
紅
単
、
一

人
は
縹
上
下
黄
単
、
一
人
は
縹
上
下
白
単
、
一
人
は
薄
虫
襖
上
下
黄

単
、
一
人
は
朽
葉
上
下
白
単
〕、
9
笠
〔
白
張
〕

㉖
召
次
、
1
藤
原
叙
純
〔
各
（
マ
マ
）々
折
烏
帽
、
花
田
上
下
紅
単
〕、
2
同
久
定

〔
二
藍
上
下
紅
単
、
黒
漆
剣
〕、
3
源
紹
喜
〔
白
張
上
下
紅
単
、
黒
漆

剣
〕、
4
加
茂
志
顕
〔
白
張
上
下
紅
単
、
黒
漆
剣
〕、
5
源
紹
義
〔
白

張
、
上
下
紅
単
、
黒
漆
剣
〕、
6
藤
原
叙
久
〔
二
藍
上
下
紅
単
、
黒
漆

尺
泥
障
〕、
3
舎
人
二
人
〔
細
烏
帽
、
一
人
は
薄
色
上
下
水
干
、
白
布

帯
、
白
単
、
蘇
芳
上
下
水
干
、
白
布
帯
、
黄
単
〕、
4
長
一
人
〔
平
礼
、

朽
葉
上
下
白
布
帯
、
白
単
、
差
鞭
〕、
5
居
飼
〔
退
紅
、
黒
袴
〕、
6
諸

大
夫
光
華
朝
臣
〔
折
烏
帽
、
白
雁
衣
、
文
花
鳥
丸
、
薄
色
衣
、
白
生

単
、
青
鈍
奴
袴
〕、
7
俊
（
マ
マ
）

隼
〔
折
烏
帽
、
虫
襖
雁
衣
〈
文
〇
〇
丸
〉、

紅
衣
白
生
単
、
花
田
の
奴
袴
〕、
8
広
秋
〔
折
烏
帽
、
小
桑
雁
衣
〈
文

花
鳥
菱
〉、
薄
色
衣
、
白
生
単
、
花
田
の
奴
袴
〕、
9
侍
源
時
冨
〔
折
烏

帽
、
海
松
色
布
衣
〈
裏
白
生
〉、
白
生
単
、
白
襖
袴
、
黒
漆
剣
〕、
10
越

智
通
賢
〔
折
烏
帽
、
二
藍
布
衣
〈
同
裏
白
〉、
白
生
単
、
白
襖
袴
、
黒

漆
剣
〕、
番
長
、
左
は
11
藤
原
房
幾
〔
細
烏
帽
、
二
藍
上
下
、
白
布
帯
、

紅
打
衣
、
紅
単
、
黒
漆
剣
、
雁
胡
六
、
藤
弓
弦
巻
〕、
右
は
12
源
定
保

〔
衣
、
同
上
〕、
13
近
衛
六
人
〔
左
右
各
三
人
、
細
烏
帽
、
麹
塵
の
上
下

紅
単
、
白
布
帯
、
黄
単
〕、
14
雑
色
六
人
〔
細
烏
帽
子
、
花
田
上
下
、

白
生
帯
、
黄
単
〕、
15
走
雑
色
四
人
〔
白
張
〕、
16
笠
〔
白
張
〕

㉑
上
﨟
御
随
身
、
番
長
、
左
は
1
藤
原
真
品
〔
折
烏
帽
、
朽
葉
布
衣
、
上

下
紅
単
、
狩
胡
六
、
野
矢
黒
漆
剣
〕、
右
は
2
秦
常
敬
〔
折
烏
帽
子
、

蘇
芳
布
衣
、
上
下
紅
単
、
狩
胡
六
、
野
矢
・
弓
・
黒
漆
剣
〕、
府
生
、

左
は
3
秦
常
孝
〔
折
烏
帽
、
二
藍
布
衣
、
上
下
紅
単
、
狩
胡
六
、
黒
漆

剣
〕、
右
は
4
源
為
祥
〔
折
烏
帽
子
、
花
田
の
布
衣
、
上
下
紅
単
、
狩

胡
六
、
黒
漆
剣
〕、
将
曹
、
左
は
5
源
武
備
〔
御
剣
を
持
ち
、
御
輿
の

左
に
在
り
。
折
烏
帽
子
、
麹
塵
布
衣
、
上
下
紅
単
、
狩
胡
六
、
黒
漆

剣
〕、
右
は
源
供
永
〔
折
烏
帽
、
白
布
衣
、
上
下
紅
単
、
狩
胡
六
、
黒
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㉚
蔵
人
所
衆　

1
信
守
〔
折
烏
帽
、
麹
塵
平
礼
、
二
藍
上
下
紅
単
〕、
2

明
遠
〔
折
烏
帽
、
海
松
色
上
下
、
紅
単
〕

㉛
御
衣
辛
櫃
〔
一
合
〕、
庁
官
紀
徳
直
〔
平
礼
、
白
張
上
下
紅
単
〕、
群
行

32
関
白
1
〔
政
通
公
〕〔
烏
帽
子
、
直
衣
、
蒲
萄
染
打
衣
〈
出
妻
白
生

裏
〉、
蘇
芳
衣
、
白
単
、
薄
色
雲
立
涌
奴
袴
、
白
下
袴
〕、
2
乗
馬
〔
鹿

毛
、
大
和
鞍
、
緋
総
鞦
〕、
3
舎
人
二
人
〔
細
烏
帽
、
赤
色
上
下
黄

単
〕、
4
長
一
人
〔
平
礼
、
二
藍
狩
衣
、
白
襖
袴
、
朽
葉
衣
、
紅
単
〕、

5
居
飼
〔
細
烏
帽
子
、
退
紅
黒
袴
〕、
6
諸
大
夫
俊
彦
朝
臣
〔
折
烏
帽

子
、
狩
衣
、
蘇
芳
衣
、
白
単
、
花
田
奴
袴
〕、
7
顕
遂
〔
折
烏
帽
子
、

蒲
萄
狩
衣
、
薄
色
衣
、
紅
単
、
花
田
袴
〕、
8
義
冬
〔
烏
帽
子
、
白
狩

衣
、
紅
衣
、
同
単
、
花
田
奴
袴
〕、
9
侍
穂
積
重
任
〔
折
烏
帽
子
、
香

布
雁
衣
、
白
単
、
黒
漆
剣
、
白
襖
袴
〕、
10
藤
原
則
忠
〔
折
烏
帽
子
、

篠
青
布
雁
衣
、
紅
単
、
黒
漆
剣
、
白
襖
袴
〕

　

府
生
、
左
は
11
身
人
部
清
生
〔
細
烏
帽
子
、
花
田
上
下
萌
木
衣
、
黄

単
〕、
右
は
12
秦
謹
信
〔
細
烏
帽
子
、
篠
青
上
下
、
紅
引
ヘ
キ
紅
単
〕、

番
長
、
左
は
13
秦
常
吉
〔
細
烏
帽
子
、
苦
色
上
下
、
朽
葉
衣
白
単
〕、

右
は
14
身
人
部
清
広
〔
細
烏
帽
子
、
麹
塵
上
下
紅
引
ヘ
キ
紅
単
、
已
上

各
々
狩
胡
六
、
黒
漆
剣
、
尻
鞘
を
入
る
〕、
15
近
衛
六
人
〔
一
座
は
黄

香
上
下
紅
単
、
二
座
は
褐
色
上
下
黄
単
、
三
座
は
花
田
上
下
紅
単
、
四

座
は
木
賊
上
下
紅
単
、
五
座
は
朽
葉
上
下
紅
単
、
六
座
は
醤
色
上
下
黄

単
、
各
々
細
烏
帽
子
、
黒
漆
剣
、
尻
鞘
を
入
る
〕、
16
官
人
左
衛
門
少

尉
源
隆
貞
〔
平
礼
、
白
張
上
下
一
斤
染
衣
、
黄
単
、
狩
胡
六
、
黒
漆
剣

剣
〕

㉗
御
後
官
人
、
1
右
大
尉
是
保
〔
平
礼
、
白
襖
上
下
一
斤
染
衣
、
黄
単
、

野
剣
、
狩
胡
六
、
重
藤
弓
〕
／
2
看
督
長
二
人
〔
平
礼
、
白
張
上
下
白

単
、
黒
漆
剣
、
壺
胡
六
、
弓
葈
本
脛
中
〕、
3
調
度
懸
〔
平
礼
、
青
丹

上
下
〕、
4
雑
色
二
人
〔
細
烏
帽
、
蘇
芳
布
衣
、
黒
袴
〕、
5
火
長
〔
常

の
如
し
〕、
6
白
張
二
人

㉘
上
北
面
、
1
日
向
守
親
重
〔
折
烏
帽
子
、
海
松
雁
衣
、
薄
色
衣
紅
単
、

浅
黄
奴
袴
〕、
2
兵
部
権
小
輔
良
武
〔
折
烏
帽
子
、
黄
雁
衣
、
白
衣
、

紅
単
、
浅
黄
奴
袴
〕、
3
加
賀
守
友
直
〔
折
烏
帽
子
、
花
田
雁
衣
、
薄

色
衣
、
紅
単
、
浅
黄
奴
袴
〕、
4
能
登
守
重
礼
〔
折
烏
帽
子
、
白
雁
衣
、

薄
色
衣
、
紅
単
、
浅
黄
奴
袴
〕、
5
各
々
雑
色
二
人
、
6
白
張
二
人
こ

れ
を
具
す
。

㉙
下
北
面
、
1
親
之
〔
御
扚（
マ
マ
）を
持
ち
御
輿
の
右
に
在
り
、
各
折
烏
帽
、
海

松
色
布
衣
、
白
衣
黄
単
、
縹
奴
袴
、
各
々
帯
剣
、
狩
胡
六
〕、
2
保
行

〔
白
張
布
衣
、
薄
色
衣
、
紅
単
、
浅
黄
奴
袴
〕、
3
氏
祥
〔
薄
色
布
衣
、

黄
衣
、
紅
単
、
縹
奴
袴
〕、
4
景
文
〔
白
襖
布
衣
、
紅
衣
、
黄
衣
、
縹

奴
袴
〕、
5
光
邑
〔
二
藍
衣
、
布
衣
、
黄
衣
、
紅
単
、
縹
奴
袴
〕、
6
重

名
〔
麹
塵
布
、
紅
単
、
白
襖
袴
〕、
7
藤
原
憲
澄
〔
松
重
布
衣
、
黄
青

裏
衣
、
濃
単
、
摺
箔
白
襖
袴
〕、
各
々
8
郎
党
・
9
雑
色
・
10
白
張
等

こ
れ
を
具
す
。

　

※ 

『
日
次
案
』
で
は
、
6
と
7
の
間
に
「
弘
隆
／
藤
原
往
益
／
賀
茂
共

清
／
藤
原
裕
益
／
藤
原
徳
盛
」
の
五
名
あ
り
。
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〔
笙
〕、
2
大
宮
大
夫
〔
笙
〕、
3
日
野
前
大
納
言
〔
笛
〕、
4
池
尻
前
大

納
言
〔
笛
〕、
5
綾
小
路
三
位
〔
箒
藁
〕、
6
東
久
世
三
位
〔
箒
藁
〕、

7
隆
起
朝
臣
〔
笙
〕、
8
有
言
朝
臣
〔
笛
〕、
9
隆
光
〔
笛
〕、
10
大
江

俊
矩
〔
笛
〕、
11
予
は
便
所
に
候
す
。
事
了
り
て
下
離
宮
に
還
御
し
た

ま
ふ
。
御
歩
行
な
り
。
予
、
御
前
に
候
し
て
脂
燭
す
。
今
日
、
事
毎
に

仰
せ
有
り
。
祝
着
に
了
ん
ぬ
。

　

※ 

『
日
次
案
』
は
「
和
歌
御
会
」
の
「
詠
進
の
人
々
」
を
、
ほ
か
に
十

数
名
あ
げ
る
。

〔
g
〕
子
終
剋
、
還
御
の
御
催
有
り
。
関
白
以
下
、
各
々
衣
単
を
着
け
て

列
立
し
、
御
輿
を
前
に
寄
す
。
其
の
儀
、
一
に
初
め
の
如
し
。
御
輿
を

寄
せ
乗
御
し
た
ま
ふ
。
殿
上
人
以
上
前
行
す
。
予
、
西
門
の
外
に
於
て

乗
馬
〔
随
身
二
人
、
松
明
を
取
り
馬
の
前
に
在
り
〕。
其
の
御
列
、
初

め
の
如
し
。

〔
h
〕
寅
初
剋
、
本
殿
（
仙
洞
御
所
）
に
還
御
し
た
ま
ふ
。
其
の
儀
、
初

め
の
如
し
。
西
大
門
よ
り
隆
起
朝
臣
以
下
、
松
明
を
取
り
て
前
行
し
、

中
門
の
外
に
留
ま
る
。
御
輿
、
南
階
に
寄
す
。
御
随
身
、
前
声
を
発

す
。
隆
起
朝
臣
、
藤
原
武
備
よ
り
御
剣
を
取
り
て
参
上
す
。
関
白
、
御

簾
に
候
し
給
ふ
。
次
に
下
御
し
、
御
簾
の
中
に
入
り
た
ま
ふ
。

　

是
の
後
、
常
御
所
に
参
り
慶
賀
申
し
上
ぐ
。
事
了
り
て
退
出
〔
乗
馬
〕。

〔
i
〕
今
日
、
天
晴
、
風
静
か
、
一
事
も
異
儀
無
し
。
誠
に
大
慶
こ
れ
に

過
ぎ
ず
。

35
今
日
内
々
参
向
の
人
々
、
1
一
位
（
広
橋
胤
定
）〔
武
家
伝
奏
〕、
2
日

を
具
し
尻
鞘
を
入
る
、
17
番
督
長
・
18
火
長
・
19
放
免
・
20
雑
色
等
〕

33
車
代　

空
車
也
〔
雨
皮
持
つ
退
紅
車
副
禄
人
、
細
烏
帽
子
、
白
張
上

下
〕、
番
頭
雑
色
六
人
〔
細
烏
帽
子
、
青
上
下
黄
単
〕、
下
品
雑
色
四
人

〔
細
烏
帽
子
、
花
田
上
下
〕、
群
行
。

34
侍
従
1
信
敦
朝
臣
〔
所
司
代
な
り
。
越
後
村
上
城
主
内
藤
紀
伊
守
、
折

烏
帽
子
、
香
黄
裏
雁
衣
、
薄
色
衣
、
紅
単
、
薄
色
奴
袴
、
野
剣
を
帯

ぶ
〕、
2
乗
馬
〔
総
鞦
、
青
〕。
此
の
外
、
前
後
に
武
士
供
奉

0

0

0

0

0

0

0

数
輩

〔
d
〕
已
終
剋
、
下
離
宮
に
到
ら
し
め
給
ふ
。
西
門
外
に
於
て
各
々
下
馬

し
入
門
す
。
殿
上
人
以
上
前
行
列
立
、
御
輿
、
前
に
寄
す
。﹇
公
卿
南

上
東
面
、
殿
上
人
西
上
南
面
﹈。
次
に
御
輿
を
寄
す
。
関
白
、
御
簾
に

候
せ
し
め
給
ふ
。
隆
起
朝
臣
、
御
剣
を
持
ち
て
参
上
す
。
次
に
下
御
し

た
ま
ふ
。
次
に
御
輿
を
撤
す
。
左
大
臣
以
下
、
各
々
列
を
離
れ
、
内
々

方
に
参
上
〔
関
白
以
下
、
各
々
衣
単
を
脱
ぐ
〕。

〔
e
〕
未
剋
斗
、
上
離
宮
に
出
御
、
御
歩
行
な
り
。
関
白
以
下
、
各
々
供

奉
す
。
予
、
御
前
に
候
す
。
先
づ
隣
雲
亭
に
御
し
、
次
い
で
窮
水
（
窮

遼
軒
）
に
御
し
た
ま
ふ
。
此
の
所
に
於
て
今
日
の
御
会
の
御
製
拝
見

す
。
次
に
当
座
の
御
会
に
在
り
。
御
題
、
水
樹
多
佳
趣
〔
御
題
な
り
〕。

一
両
日
中
に
詠
出
て
献
呈
す
べ
き
の
旨
仰
せ
な
り
。
奉
行
民
部
卿
、
次

に
隣
雲
に
還
御
し
た
ま
ふ
。

〔
f
〕
戌
剋
斗
、
又
窮
水
に
御
し
た
ま
ふ
。
管
絃
あ
り
御
所
作
あ
り
。
御

目
録
、
盤
渉
竹
林
楽
〔
御
笛
〕、
青
海
波
〔
御
笙
〕、
千
秋
楽
〔
御
琵

琶
〕、
平
調
合
歓
塩
、
御
笙
小
良
子
〔
御
箏
〕。
所
作
人
、
1
関
白
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巻
』（
全
三
巻
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
実
久
の
記
録
と
こ
の
絵
巻
の
各
場
面
を
一
々
対
比
し
て
み
る

と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
記
録
の
主

要
な
人
物
に
引
用
文
の
番
号
を
冠
す
る
）。

　

上
巻
の
冒
頭
上
に
は
、
河
野
氏
も
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
左
の
松
ケ
崎

山
と
右
の
横
山
の
間
奥
に
比
叡
山
が
描
か
れ
、
下
半
に
は
紋
付
の
裃
を
着

た
男
三
人
が
箒
を
手
に
掃
除
し
て
い
る
。

　

次
の
上
半
に
は
、
青
筵
の
桟
敷
に
着
飾
っ
て
正
座
し
な
が
ら
行
列
を
見

物
す
る
老
若
男
女
の
町
人
約
四
十
名
（
う
ち
婦
人
九
名
、
子
供
三
名
、
僧

侶
二
名
）
が
活
々
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
次
に
、
紋
付
裃
姿
の
侍
八
名
お
よ
び
物
持
な
ど
奴
十
名
と
侍
十
二

名
の
各
二
列
（
以
下
同
）、
栗
毛
の
馬
に
乗
る
白
い
狩
衣
姿
の
人
（
所
司

代
内
藤
信
敦
か
）
と
、
そ
の
後
を
護
衛
す
る
裃
姿
の
侍
十
名
と
口
取
・
物

持
の
奴
十
五
名
、
そ
れ
に
裃
姿
の
侍
六
十
六
名
と
物
持
の
奴
八
名
な
ど
が

続
く
。

　

つ
い
で
、
黒
毛
の
馬
に
乗
る
褐
色
の
狩
衣
姿
の
人
（
仙
洞
付
成
瀬
正
育

か
）
と
、
そ
れ
を
護
衛
す
る
裃
姿
の
侍
十
四
名
と
白
装
束
の
物
持
四
名
、

左
右
を
護
衛
す
る
十
六
名
と
物
持
八
名
、
そ
れ
に
板
輿
と
担
い
手
四
名
、

周
囲
の
従
者
十
二
名
（
う
ち
一
人
僧
形
）
と
物
持
一
名
、
お
よ
び
黒
毛
の

替
馬
と
白
装
束
の
口
取
・
物
持
六
名
が
続
く
。

　

次
に
、
栗
毛
の
馬
に
乗
る
深
緑
の
狩
衣
姿
の
人
と
、
左
右
の
従
者
四
名

と
物
持
五
名
、
お
よ
び
同
様
の
栗
毛
の
馬
に
乗
る
深
緑
の
狩
衣
姿
の
人
と

野
前
大
納
言
（
資
愛
）〔
院
伝
奏
〕、
3
冷
泉
前
大
納
言
（
為
訓
）〔
同

上
〕、
4
民
部
卿
（
上
冷
泉
為
則
）〔
御
会
奉
行
〕、
5
池
尻
前
大
納
言

（
暉
房
）〔
林
丘
寺
宝
御
世
話
人
な
り
〕、
6
鷲
尾
前
大
納
言
（
隆
純
）

〔
内
々
禁
中
よ
り
御
供
〕、
7
右
兵
衛
督
（
藤
原
為
修
）〔
修
理
職
奉

行
〕、
8
刑
部
卿
（
安
倍
泰
行
）〔
御
献
奉
行
〕、
9
綾
小
路
三
位
〔
御

楽
御
用
〕、
10
大
原
三
位
〔
御
献
奉
行
〕、
11
東
久
世
三
位
（
通
岑
）

〔
御
楽
御
用
な
り
〕
等
な
り
。

五　
『
光
格
上
皇
修
学
院
行
幸
儀
仗
図
絵
巻
』
と
の
対
比

　

以
上
が
橋
本
実
久
の
修
学
院
行
幸
供
奉
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
実
久

は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）、
橋
本
実
誠
と
花
山
院
常
雅
娘
と
の
間
に
生

ま
れ
た
。
こ
の
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
御
幸
当
時
（
三
十
四
歳
）、
正

四
位
下
近
衛
権
中
将
で
、
長
ら
く
「
院
番
衆
」
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
日

記
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
薨
ず

る
直
前
ま
で
四
十
四
年
分
の
自
筆
本
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
現
存
し
て
い

る
（
五
〇
八
│
五
五
）。

　

そ
の
記
事
は
、
当
日
の
出
来
事
を
詳
細
か
つ
正
確
に
記
録
し
よ
う
と
努

め
て
い
る
。
と
り
わ
け
五
月
二
十
一
日
条
で
は
、
御
幸
の
行
列
に
参
加
し

た
ほ
ぼ
全
員
の
衣
服
と
乗
馬
の
種
類
や
形
状
な
ど
を
、
い
ち
い
ち
注
記
し

て
お
り
、
行
列
の
実
態
を
窺
う
有
力
な
手
懸
り
と
な
る
。

　

し
か
も
、
当
日
の
一
大
行
列
を
丁
寧
に
描
い
た
絵
巻
が
複
数
あ
る
。
そ

の
ひ
と
つ
が
、
現
在
徳
島
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
行
幸
儀
仗
図
絵
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（
45
）
と
み
ら
れ
、
薄
青
（
白
裏
）
の
雁
衣
で
、
青
毛
の
馬
に
乗
る
。
次

は
⑰
大
納
言
源
（
庭
田
）
重
能
（
43
）
と
み
ら
れ
、
菊
萄
練
薄
物
の
雁
衣

で
、
青
毛
の
馬
に
乗
る
。
次
は
⑱
前
大
納
言
甘
露
寺
国
長
（
54
）
と
み
ら

れ
、
薄
菊
（
白
裏
）
の
雁
衣
で
、
青
毛
の
馬
に
乗
る
。
次
は
⑲
権
大
納
言

花
山
院
家
厚
と
み
ら
れ
、
菊
の
雁
衣
で
、
鹿
毛
の
馬
に
乗
る
。
そ
し
て
次

は
⑳
左
大
臣
の
一
条
斉
信
（
39
）
と
み
ら
れ
、「
黄
菊
衣
、
白
単
、
薄
色

藤
丸
織
物
」
の
直
衣
で
、
鹿
毛
の
馬
に
乗
る
。

　

そ
の
後
に
最
も
重
要
な
㉒
「
御
輿
」
と
、
そ
れ
を
担
ぐ
「
駕
輿
丁
四
十

人
」
と
「
長
二
人
」、
そ
の
前
と
左
右
に
㉑
「
上
方
御
随
身
」（
番
長
二

名
、
府
生
二
名
、
将
曹
二
名
。
源
武
常
と
み
ら
れ
る
左
将
曹
は
「
御
剣
を

持
ち
、
御
輿
の
左
に
在
り
」）、
そ
の
後
に
舎
人
二
人
と
白
と
蘇
芳
の
装
束

の
随
身
各
四
名
、
お
よ
び
㉓
「
庁
官
繁
直
朝
臣
」
と
み
ら
れ
る
白
装
束
の

者
が
「
御
沓
を
持
ち
」、
白
張
の
「
御
笙
」
持
の
後
に
「
下
方
御
随
身
」

（
蘇
芳
の
布
衣
）
六
名
が
続
く
。

　

そ
の
次
は
㉕
「
後
騎
」
の
「
皇
太
后
宮
大
夫
」
徳
大
寺
実
堅
（
35
）
と

み
ら
れ
、「
香
ス
キ
白
」
の
雁
衣
で
、
月
色
（
白
色
）
の
馬
に
乗
っ
て
い

る
。
記
録
で
は
続
い
て
、
舎
人
二
人
、
御
廐
舎
人
、
居
飼
、
諸
大
夫
二

人
、
小
雑
色
六
人
、
お
よ
び
㉖
「
召
次
」
六
人
、
㉗
「
御
後
官
人
」
五

人
、
㉘
「
上
北
面
」
四
人
、
㉙
「
下
北
面
」
七
人
、
㉚
「
蔵
人
所
衆
」
四

人
（
合
計
三
十
八
人
）
を
列
挙
す
る
が
、
こ
の
絵
図
に
は
㉗
㉘
㉙
各
々
の

雑
色
・
白
張
な
ど
も
含
め
て
五
十
六
人
を
描
く
。

　

そ
の
後
は
㉛
「
御
衣
辛
櫃
」
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
記
録
に
「
一
合
」

左
右
の
従
者
四
名
と
物
持
七
名
、
そ
れ
に
袴
姿
の
侍
十
名
と
物
持
三
十
六

名
、
お
よ
び
従
者
十
名
と
物
持
十
名
が
続
く
。

　

以
上
の
上
巻
は
、
中
巻
の
前
衛
と
し
て
侍
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る

が
、
橋
本
実
久
ら
公
家
の
記
録
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
中
巻
は
、
光
格
上
皇
の
御
輿
を
中
心
に
、
供
奉
し
た
公

家
と
従
者
を
克
明
に
描
い
て
い
る
。
そ
れ
が
記
録
と
符
合
す
る
か
ど
う
か

を
以
下
に
検
討
す
る
。

　

中
巻
は
、
冒
頭
か
ら
九
名
の
騎
馬
を
続
け
た
後
に
、
上
皇
の
御
輿
を
描

き
、
さ
ら
に
騎
馬
一
名
と
朱
色
の
辛
櫃
と
騎
馬
一
名
お
よ
び
車
代
の
女
輿

を
描
く
。
つ
ま
り
、
記
録
に
み
え
る
騎
馬
は
二
十
名
を
越
す
が
、
絵
巻
に

は
主
要
な
人
物
十
一
名
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
記
録
〔
c
〕
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
騎
馬
の
「
殿
上

人
」
①
〜
⑪
（
ほ
と
ん
ど
「
院
司
」）
は
省
か
れ
る
一
方
、「
公
卿
」
⑫
〜

⑳
（
九
名
）
お
よ
び
㉕
32
は
描
か
れ
て
い
る
（
中
巻
の
末
尾
は
、
絵
の
続

き
方
が
不
自
然
に
み
え
る
の
で
、
欠
失
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）。

　

す
な
わ
ち
、
冒
頭
は
記
録
⑫
の
左
大
弁
参
議
広
橋
光
成
（
28
）
と
み
ら

れ
、
織
襖
（
地
黄
）
の
雁
衣
（
狩
衣
）
で
、
栗
毛
の
馬
に
乗
る
。
次
は
⑬

の
左
兵
衛
督
（
参
議
）
の
高
倉
永
雅
（
41
）
と
み
ら
れ
、
織
襖
（
地
黄
）

の
雁
衣
で
、
青
毛
の
馬
に
乗
る
。
次
は
⑭
の
右
衛
門
督
（
中
納
言
）
飛
鳥

井
雅
光
（
43
）
と
み
ら
れ
、
練
薄
物
（
薄
い
紫
）
の
雁
衣
で
、
鹿
毛
の
馬

に
乗
る
。
次
は
⑮
新
大
納
言
坊
城
俊
明
（
43
）
と
み
ら
れ
、
虫
襖
（
白

裏
）
の
雁
衣
で
、
鹿
毛
の
馬
に
乗
る
。
次
は
⑯
大
納
言
萬
里
小
路
建
房
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定
（
55
）
か
と
み
ら
れ
る
。
続
い
て
左
右
に
並
ん
で
進
む
の
は
、
左
が
2

「
院
伝
奏
」
の
前
中
納
言
日
野
資
愛
（
45
）、
右
が
3
同
じ
く
院
伝
奏
の
前

大
納
言
（
下
）
冷
泉
為
訓
（
60
）、
つ
い
で
左
が
4
「
御
会
奉
行
」
の
民

部
卿
（
上
）
冷
泉
為
訓
（
48
）、
右
が
5
「
林
丘
寺
室
御
世
話
人
」
前
中

納
言
池
尻
暉
房
（
63
）、
つ
い
で
右
が
7
「
修
理
職
奉
行
」
の
右
兵
衛
督

藤
谷
為
修
（
41
）、
左
が
6
「
内
々
禁
裏
よ
り
御
供
」
の
前
大
納
言
鷲
尾

隆
純
（
50
）、
つ
い
で
左
が
8
「
御
献
奉
行
」
の
刑
部
卿
安
倍
泰
行
、
右

が
9
の
「
御
楽
御
用
」
の
三
位
綾
小
路
有
長
（
33
）、
つ
い
で
左
が
10

「
御
楽
奉
行
」
の
三
位
大
原
重
成
（
42
）、
右
が
11
「
御
楽
御
用
」
の
三
位

東
久
世
通
岑
（
33
）
か
と
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
騎
馬
姿
で
、
周
囲
に
十

名
ほ
ど
の
従
者
た
ち
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
御
幸
行
列
の
絵
巻
に
登
場
す
る
主
要
な
人
物
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
中
巻
の
「
公
卿
」
と
下
巻
後
半
の
「
内
々
参
向
の
人
々
」
は
記
録
に

み
え
る
。
し
か
し
、
上
巻
と
下
巻
前
半
の
見
物
人
（
婦
女
子
も
）
や
数
百

名
の
侍
（
袴
姿
が
多
い
）
は
、
記
録
に
全
く
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を

も
詳
し
く
描
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
絵
巻
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

六　

修
学
院
御
幸
中
の
「
御
当
座
和
歌
」

　

こ
の
文
政
七
年
九
月
二
十
一
日
に
は
、
御
幸
先
の
修
学
院
で
御
歌
会
が

催
さ
れ
た
。
そ
の
「
修
学
院
御
幸
御
当
座
和
歌
」
の
写
本
が
香
川
大
学
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
全
文
を
同
図
書
館
に
諒
解
を
得
て
、
左

に
翻
刻
さ
せ
て
頂
こ
う
。

と
あ
り
「
庁
官
紀
徳
直
」
の
み
を
挙
げ
る
が
、
絵
巻
で
は
朱
の
辛
櫃
が
二

つ
描
か
れ
、
そ
の
両
脇
に
各
二
名
お
よ
び
後
部
に
白
張
の
担
夫
二
名
と
物

持
四
名
お
よ
び
従
者
五
十
六
名
が
続
く
。

　

そ
の
次
は
32
関
白
鷹
司
政
通
（
36
）
と
み
ら
れ
、「
薄
菊
染
打
衣
」
の

直
衣
で
、
鹿
毛
の
馬
に
乗
っ
て
い
る
。
そ
の
前
後
左
右
に
二
十
五
名
描
か

れ
る
が
、
そ
れ
は
32
の
舎
人
二
人
、
長
二
人
、
居
飼
、
諸
大
夫
三
人
、
侍

二
人
、
府
生
二
人
、
番
長
二
人
、
近
衛
六
人
、
官
人
（
左
衛
門
少
将
源
隆

貞
）、
看
督
長
、
火
長
、
放
免
、
雑
色
（
合
計
二
十
五
名
）
に
あ
た
る
。

　

そ
の
後
は
33
「
車
代
、
空
車
」
と
み
ら
れ
、
車
副
雑
人
、
番
頭
雑
色
六

人
、
下
品
雑
色
四
人
（
合
計
十
六
人
）
だ
け
で
な
く
、
記
録
に
な
い
従
者

十
九
名
、
朱
の
櫃
と
担
夫
二
人
を
描
く
。
た
だ
、
そ
の
後
は
末
尾
（
従
者

三
十
二
名
）
と
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
、
間
に
欠
失
が
あ
る
と

み
ら
れ
る
。

　

下
巻
は
、
34
「
所
司
代
」
の
内
藤
信
敦
と
み
ら
れ
る
騎
馬
の
人
物
（
薄

色
衣
の
雁
衣
）
が
描
か
れ
、
そ
の
前
に
裃
姿
の
侍
九
十
六
名
と
後
ろ
に
物

持
九
名
と
裃
姿
の
六
名
が
続
く
。
記
録
に
は
「
前
後
に
武
士
供
奉
数
輩
」

と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

 

御
幸
の
行
列
の
正
式
な
供
奉
者
は
以
上
ま
で
と
み
ら
れ
る
（
記
録
も

こ
の
後
に
〔
d
〕
へ
移
る
）
が
、
絵
巻
に
は
続
い
て
騎
馬
の
人
物
十
一
名

を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
は
記
録
末
尾
の
〔
i
〕
に
い
う
「
今
日
、
内
々
参

向
の
人
々
」
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
先
頭
は
、
記
録
35
の
う
ち
1
「
一
位
」
の
「
武
家
伝
奏
」
広
橋
胤
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⑾ 

⑰
権
大
納
言
（
庭
田
）
源
重
能

こ
の
秋
は
年
経
る
山
の
紅
葉
ば
も
わ
か
え
て
深
き
色
を
み
せ
け
る

⑿ 

35
の
2 

正
二
位
藤
原
（
日
野
）
資
愛

□
□
け
ふ
と
千
世
の
御
幸
の
初
□
□
色
も
み
□
□
山
の
紅
葉
ば

⒀ 

⑯
権
大
納
言
（
万
里
小
路
）
建
房

君
を
待
つ
紅
葉
の
あ
き
も
幾
年
と
む
か
し
に
か
へ
る
山
路
の
袖

⒁ 

⑮
権
大
納
言
（
坊
城
）
俊
明

跡
ら
し
き
君
や
み
る
ら
ん
此
山
の
木
深
き
も
み
ち
い
ろ
の
成
み
を

⒂ 

35
の
3 

正
二
位
（
下
冷
泉
）
為
訓

幾
し
ほ
の
紅
葉
の
綿
羽
は
へ
て
御
幸
の
秋
の
色
や
添
ふ
ら
ん

⒃ 

35
の
4 

民
部
卿
（
上
冷
泉
）
為
訓

紅
葉
み
る
御
幸
の
け
ふ
と
染
□
て
山
深
か
ら
ぬ
秋
の
色
か
な

⒄ 

35
の
5 

正
二
位
（
池
尻
）
暉
房

紅
葉
ば
も
け
ふ
の
み
ゆ
き
の
□
□
に
逢
て
猶
も
深
入
の
色
を
染
む
ら
ん

⒅ 

35
の
6 

正
二
位
（
鷲
尾
）
隆
純

幾
千
入
□
□
木
々
の
紅
葉
ば
け
ふ
の
御
幸
の
折
に
あ
ふ
か
け

⒆ 

⑭
権
中
納
言
（
飛
鳥
井
）
雅
光

紅
葉
ば
ゝ
嬉
し
き
色
と
幾
千
入
そ
め
て
御
幸
の
□
□
に
あ
る
ら
ん

⒇ 

⑬
左
兵
衛
督
（
高
倉
）
永
雅

君
が
け
ふ
御
池
の
紅
葉
染
返
す
千
入
に
千
世
へ
色
を
深
め
て

21 

⑫
参
議
左
大
弁
（
広
橋
）
光
成

御
幸
し
て
君
み
そ
な
は
す
為
と
を
や
い
つ
に
も
わ
き
て
染
る
紅
葉
ば

　
　
　

修
学
院�

御
幸
御
当
座
和
歌 

紅
葉
色
深

⑴ 

（
光
格
上
皇
御
製
）

染
つ
く
す
此
山
か
げ
の
千
入
に
ぞ
め
で
こ
し
世
々
の
秋
も
し
ら
る
ゝ

⑵ 

32
関
白
（
鷹
司
）
政
通

此
山
の
紅
葉
の
木
陰
御
幸
し
て
幾
世
の
秋
の
色
や
そ
ふ
ら
ん

⑶ 

⑳
左
大
臣
（
二
条
）
斉
信

も
み
ぢ
葉
も
け
ふ
を
伝
え
て
下
枝
ま
で
そ
む
る
深
き
恵
成
り
け
り

⑷ 

中
務
卿
韶
仁
（
親
王
）

千
世
の
色
深
き
恵
の
山
陰
に
同
じ
綿
の
袖
は
ゆ
る
み
ゆ

⑸ 
従
一
位
藤
原
（
一
条
）
忠
良

何
も
か
も
ち
と
へ
て
云
む
初
御
幸
紅
葉
の
秋
の
け
ふ
の
け
し
き
は

⑹ 

35
の
1 
従
一
位
（
広
橋
）
胤
定

秋
ふ
か
き
山
の
紅
葉
も
待
ゑ
た
る
け
ふ
事
わ
き
て
色
を
染
ぬ
る

⑺ 

入
道
一
位
源
祐
真

こ
ゝ
ろ
有
此
山
陰
の
紅
葉
哉
け
ふ
の
御
幸
に
千
入
そ
め
し
は

⑻ 

⑲
権
大
納
言
藤
原
（
花
山
院
）
家
厚

露
霜
に
幾
し
ほ
染
め
て
君
が
け
ふ
御
幸
伝
え
し
山
の
も
み
ぢ
葉

⑼ 

⑱
正
二
位
（
甘
露
寺
）
国
長

今
日
と
い
へ
ば
君
が
御
幸
の
色
深
く
そ
め
し
か
ひ
あ
き
山
の
も
み
ぢ
葉 

⑽ 

㉕
皇
太
后
宮
大
夫
（
徳
大
寺
）
実
堅 

い
く
千
入
色
を
御
幸
の
け
ふ
も
ち
て
君
が
為
と
や
染
る
紅
葉
ば
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33 

⑪
蔵
人
頭
右
大
弁
顕
孝

そ
り
す
け
る
御
幸
の
朝
に
立
か
へ
り
猶
色
深
く
有
し
も
み
ぢ
ば

34 

⑤
蔵
人
頭
右
中
弁
（
柳
原
）
隆
光

千
々
の
秋
千
入
を
伝
て
紅
葉
ば
も
御
幸
や
よ
と
ふ
け
ふ
を
初
め
に

35 

④
蔵
人
権
右
（
少
）
弁
（
日
野
西
）
光
暉

恵
み
あ
れ
ば
け
ふ
の
御
幸
に
つ
か
へ
来
て
色
深
く
み
る
山
の
も
み
ぢ
ば

36 

③
左
兵
衛
権
位
（
裏
松
）
恭
光

長
月
の
け
ふ
の
御
幸
の
か
ず
あ
は
で
深
く
も
染
る
あ
き
の
紅
葉
ば

37 

②
蔵
人
民
部
丞
大
江
俊
常

君
が
け
ふ
御
幸
の
山
の
紅
葉
ば
は
ふ
か
き
恵
の
い
ろ
に
ぞ
あ
ら
ん

38 

①
蔵
人
右
近
将
監
（
大
江
）
俊
距

か
し
こ
さ
の
色
を
も
深
く
染
て
け
り
御
幸
の
山
の
木
々
の
下
く
さ

 

題
者
奉
行
等　

為
則
卿

　
　
　

同
日
（
九
月
二
十
一
日
）
於　
二

窮
邃
軒　
一

御
当
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　

院
御
題
／
水
樹
多
佳
趣

39 

（
光
格
天
皇
御
製
）

々
の
か
げ
う
つ
る
け
し
き
も
岩
伝
ふ
た
き
の
ひ
ゝ
き
も
す
め
る
池
水

40 

32
（
鷹
司
）
政
通

か
げ
や
い
は
ほ
の
な
が
め
と
ほ
し
□
に
千
代
く
り
か
へ
す
滝
の
白
糸

41 

20
（
二
条
）
斉
信

更
に
御
池
の
水
の
底
す
み
て
み
ど
り
を
う
つ
す
千
世
の
玉
松

22 

正
三
位
（
高
松
）
公
祐

あ
き
を
経
て
か
ゝ
る
御
幸
を
伝
え
ず
ば
か
ひ
な
き
山
の
千
入
な
ら
ま
し

23 

35
の
7 

右
兵
衛
督
（
藤
谷
）
為
修

染
そ
ふ
は
今
日
の
御
幸
の
君
み
よ
と
紅
葉
色
こ
き
山
陰
の
秋

24 

35
の
8 

刑
部
卿
安
倍
泰
行

も
み
ぢ
葉
も
君
が
恵
の
秋
深
き
御
幸
伝
え
て
色
や
そ
ふ
ら
ん

25 

35
の
9 

正
三
位
源
（
綾
小
路
）
有
長

千
年
す
む
池
水
深
き
秋
の
色
を
う
つ
す
御
幸
の
山
の
紅
葉
ば

26 
35
の
10 

正
三
位
（
源
）（
大
原
）
重
成

あ
か
ね
さ
す
君
の
御
幸
の
時
を
得
て
染
し
紅
葉
ば
幾
入
と
か
し

27 
従
三
位
藤
原
（
飛
鳥
井
）
雅
久

お
り
よ
く
も
紅
葉
ば
色
を
幾
入
に
御
幸
伝
え
て
染
わ
た
る
か
げ

28 
⑩
左
近
衛
権
中
将
隆
起

こ
の
秋
は
わ
き
て
千
入
の
色
ぞ
こ
き
御
幸
伝
ゑ
し
山
の
紅
葉
ば

29 

⑨
右
近
衛
権
中
将
（
橋
本
）
実
久

い
ろ
深
く
染
し
紅
葉
ば
今
年
よ
り
君
が
御
幸
の
千
世
を
染
ら
ん

30 

⑧
左
近
衛
権
中
将
源
（
六
条
）
有
言

そ
め
か
へ
木
々
の
紅
葉
の
幾
千
入
秋
の
御
幸
の
折
に
逢
か
げ

31 

⑦
右
近
衛
権
少
将
藤
原
保
右

待
ゑ
た
る
ゑ
御
幸
を
千
世
の
初
入
に
染
む
る
も
深
き
山
の
紅
葉
ば

32 

⑥
右
近
衛
権
中
将
（
上
冷
泉
）
為
全

い
く
千
入
御
幸
に
愛
る
紅
葉
ば
は
色
の
盛
を
け
ふ
□
□
の
か
げ
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本
誌
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
の
前
号
（
本
年
六
月
発
行
）
で
当
セ
ン
タ

ー
所
蔵
『
光
格
天
皇
新
造
内
裏
還
幸
絵
図
』（
折
本
）
の
史
料
紹
介
を
し

た
。
そ
の
際
、
校
了
直
前
に
受
贈
し
た
野
村
玄
氏
の
力
作
「
近
世
に
お
け

る
天
皇
の
地
位
と
正
当
性
│
大
刀
契
・
剣
璽
・
通
過
儀
礼
及
び
皇
統
の
扱

い
に
注
目
し
て
│
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
十
七

号
、
平
成
二
十
九
年
三
月
発
行
）
の
抜
刷
を
急
い
で
拝
見
し
た
。

　

そ
の
中
に
、
前
号
の
拙
稿
で
も
注
目
し
た
「
大
刀
契
」
は
、
南
北
朝
頃

か
ら
所
在
不
明
（
消
失
か
紛
失
し
た
か
）
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
還

幸
行
列
絵
巻
な
ど
の
中
で
、「
鈴
鎰
櫃
」
と
共
に
「
大
刀
契
櫃
」
も
描
か

れ
て
い
る
の
は
、
光
格
天
皇
に
よ
り
朝
儀
再
興
の
一
環
と
し
て
復
活
さ
れ

た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
定
が
、
確
実
な
傍
証
に
基
づ
き
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
私
は
、
同
氏
の
「
結
論
」
を
拙
稿
の
末
尾
に
紹
介
し
、

「
そ
の
可
能
性
が
高
い
」
と
付
記
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
暫
く
経
っ
て
、
野
村
論
文
を
精
読
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
多

く
の
貴
重
な
史
資
料
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
前
号
拙
稿
の
不
備
を
補
強
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
同
氏
の
史
料
精

査
に
感
謝
し
敬
意
を
表
し
た
い
。

付　

論

『
光
格
天
皇
新
造
内
裏
還
幸
絵
図
』
解
説
の
追
補所　

 

功

42 

（
一
条
）
忠
良

風
も
け
ふ
わ
が
こ
と
に
し
ら
せ
つ
ゝ
千
世
の
声
す
む
池
の
瀧
波

43 

35
（
広
橋
）
胤
定

月
の
け
し
の
の
御
幸
を
松
が
ゑ
も
水
も
緑
の
色
を
そ
ふ
ら
ん

　

こ
の
う
ち
、
⑴
と
39
の
御
製
は
、『
列
聖
会
集
』（
の
ち
『
皇
室
文
学
大

系
』）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
四
十
一
首
は
今
の
と
こ
ろ
他
に
見

あ
た
ら
な
い
。
詠
進
者
は
、
記
録
と
絵
巻
に
み
え
る
公
卿
ク
ラ
ス
の
二
十

三
名
（
32
⑳
35
は
重
出
）
お
よ
び
絵
巻
に
み
え
な
い
六
名
（
一
条
忠
良
は

重
出
）
で
あ
る
。

　

前
掲
の
記
録
（
e
）（
f
）
に
よ
れ
ば
、
当
日
の
御
歌
会
は
「
未
剋
」

（
午
後
二
時
）
こ
ろ
か
ら
、
修
学
院
内
の
「
窮
水
」（
窮
邃
軒
）
で
催
さ

れ
、
ま
た
「
戌
剋
」（
午
後
八
時
）
こ
ろ
か
ら
「
管
弦
」
を
楽
し
ま
れ
た
。

そ
の
上
で
「
子
終
剋
」（
午
前
一
時
す
ぎ
）
修
学
院
を
発
ち
、
松
明
に
導

か
れ
て
「
寅
初
剋
」（
午
前
三
時
す
ぎ
）
仙
洞
御
所
の
「
本
殿
」
へ
還
御

し
て
お
ら
れ
る
。
か
な
り
大
規
模
な
、
し
か
も
ゆ
っ
た
り
し
た
御
幸
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

末
筆
な
が
ら
、
こ
の
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
立
博
物
館
の
学
芸
員

大
橋
俊
雄
氏
か
ら
、
貴
重
な
参
考
資
料
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

末
尾
の
御
当
座
和
歌
に
つ
い
て
は
、
解
説
原
稿
を
奈
良
女
子
大
学
古
代
学

学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
樋
口
百
合
子
氏
に
補
訂
し
て
頂
い
た
点
が
少
な
く

な
い
。
あ
わ
せ
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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⑺ 

m
写
真
B
「
裏
松
固
禅　

南
庭
桜
橘
在
所
勘
文
案
等
」（
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
所
蔵
裏
松
家
史
料
）

⑻ 

m
写
真
「
炎
上
ニ
付　

神
器
御
無
難
其
他
存
在
消
失
御
品
等
届
」

（『
公
文
録
』
明
治
六
年
五
月　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

⑼ 

m
写
真
『
大
統
譜
』「
明
治
天
皇
明
治
一

（
マ
マ
）年

度
」（
宮
内
庁
保
有

行
政
文
書
）

　

以
上
で
あ
る
（
写
真
と
し
て
は
二
十
六
箇
所
）。
こ
の
う
ち
、
⑴
と
⑵

は
、「
宮
内
庁
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵

の
「
御
物
」
で
あ
る
か
ら
、
直
接
拝
見
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
た
だ
し
、

⑴
は
霞
会
館
の
展
覧
会
図
録
『
仁
孝
天
皇
│
泰
年
の
余
芳　

幕
末
の
宮
廷

と
柳
営
│
』（
霞
会
館
、
平
成
十
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
⑷
も
同
展

覧
会
図
録
『
光
格
天
皇
と
幻
の
将
軍
│
京
都
・
日
光
・
御
幣
使
│
』（
霞

会
館
、
平
成
十
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
⑵
は
、
す
で
に
全

容
が
『
図
説　

宮
中
行
事
』（
嗣
永
芳
照
氏
監
修
、
同
盟
通
信
社
、
昭
和

五
十
五
年
）
と
し
て
カ
ラ
ー
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

け
れ
ど
も
、
⑴
や
⑵
の
新
嘗
祭
図
に
、
紫
宸
殿
と
神
嘉
殿
の
往
復
行
列

で
「
鈴
鎰
櫃
」
と
「
大
刀
契
櫃
」
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
残
念
な
が

ら
気
付
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
昨
年
京
都
の
古
書
店
か
ら
入
手
し
て

本
誌
の
前
号
に
モ
ノ
ク
ロ
で
全
容
を
紹
介
し
た
還
行
行
列
絵
図
（
彩
色
）

が
「
鈴
鎰
櫃
」
と
「
大
刀
契
櫃
」
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
関
係
史

資
料
を
調
べ
て
前
号
に
中
間
報
告
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
野
村
論
文
で
⑹
m
（
写
真
B
│

1
・
2
）
に
示
さ
れ
た

　

さ
ら
に
、
前
号
の
発
行
直
後
、
当
研
究
セ
ン
タ
ー
の
久
禮
旦
雄
研
究
員

が
ネ
ッ
ト
検
索
し
て
い
た
際
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
還
幸
行
列
に

関
す
る
重
要
な
史
資
料
が
あ
り
、
し
か
も
既
に
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い

る
も
の
を
見
出
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
も
拙
稿
の
不
備
を
補
強
す
る
も
の
で

あ
り
、
同
氏
の
情
報
提
供
に
謝
意
を
表
す
る
。

　

そ
こ
で
、
野
村
氏
と
久
禮
氏
か
ら
教
え
ら
れ
た
史
資
料
の
う
ち
、
宮
内

庁
書
陵
部
な
ど
へ
出
向
い
て
調
査
し
、
ま
た
関
係
機
関
に
問
い
合
せ
て
確

認
で
き
た
主
要
な
も
の
を
こ
こ
に
紹
介
し
、
前
稿
の
追
補
と
す
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
還
幸
絵
図
と
記
録

　

ま
ず
野
村
論
文
の
末
尾
（
註
の
後
）
に
は
、
九
点
の
絵
図
等
が
カ
ラ
ー

（
c
）
と
モ
ノ
ク
ロ
（
m
）
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
論
文
は
現
在
W 

E 

B
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

⑴
c
写
真
①
『
新
嘗
祭
之
図
』（
原
在
明
筆　

宮
内
庁
蔵
御
物
）

⑵ 

c
写
真
②
『
公
事
録
、
附
図
、
恒
例
下
「
新
嘗
祭
還
幸
之
図
」』

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

⑶ 

c
写
真
③
『E

m
peror K

okaku R
eturning to the C

apital
』

（「
光
格
天
皇
還
幸
図
」
屏
風
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）

⑷ 

c
写
真
④
『
光
格
天
皇
御
譲
位
絵
巻
』（
原
在
明
筆
、
宮
内
庁
蔵
）

⑸ 

m
写
真
A
『
旧
譜　

皇
統
譜
』（
宮
内
庁
保
有
行
政
文
書
）

⑹ 

m
写
真
B
『
光
格
天
皇
御
還
幸
行
列
絵
巻
』（
石
田
守
善
画　

宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
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が
、
人
物
の
注
記
は
当
セ
ン
タ
ー
本
の
方
が
少
し
詳
し
く
、
位
置
も
僅
か

に
異
な
っ
て
い
る
。
書
陵
部
本
に
な
く
当
セ
ン
タ
ー
本
に
あ
る
注
記
は
左

の
箇
所
で
あ
る
。

　

① 

中
井
正
紀
の
後
に
続
く
従
者
に
「
同
心
」「
四
人
」「
徒
士
」「
四
人
」

と
記
す
。

　

② 

井
上
利
慕
の
従
者
に
「
侍
」
が
「
四
人
」「
徒
士
」
が
「
三
人
」
と

記
す
。

　

③
渡
辺
頼
統
の
従
者
に
「
侍
」
が
「
四
人
」
と
記
す
。

　

⑤ 

下
雑
色
が
「
八
人
」、
⑥
上
雑
色
が
「
四
人
」、
⑦
「
三
口
御
門
番
」

が
「
四
人
」、
⑪
「
御
附
組
同
心
」
が
「
六
人
」、
お
よ
び
⑫
「
六
口

御
門
番
」
が
「
六
人
」
と
記
す
。

　

⑬ 

立
入
経
康
に
「
朝
臣
」、
⑰
石
井
在
覚
に
「
宿
禰
」、
⑲
小
林
家
仲
に

「
朝
臣
」、
㉑
壬
生
敬
茂
に
「
宿
禰
」、
㉗
土
御
門
泰
栄
と
㉚
高
津
康

造
と
㉛
前
波
景
満
に
「
朝
臣
」
と
各
々
記
す
。

　

36
櫛
田
久
連
に
「
橘
」、
34
鈴
木
宗
名
に
「
紀
」
と
記
す
。

　

こ
れ
だ
け
み
る
と
、
前
者
に
な
い
注
記
が
後
者
で
補
記
さ
れ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
当
セ
ン
タ
ー
本
に
な
く
て
前

者
（
書
陵
部
本
）
に
あ
る
注
記
と
し
て
、
41
「
坊
城
左
大
弁
宰
相
」
に

「
俊
親
卿
」、
42
「
四
辻
右
宰
相
中
将
」
に
「
公
萬
卿
」、
43
「
高
倉
宰
相
」

に
「
永
範
卿
」、
44
「
四
条
新
宰
相
」
に
「
隆
帥
卿
」、
45
「
六
条
宰
相
中

将
」
に
「
有
庸
卿
」、
46
「
千
種
三
位
宰
相
中
将
」
に
「
有
政
卿
」、
47

「
葉
室
中
納
言
」
に
「
頼
凞
卿
」、
48
「
三
条
西
中
納
言
」
に
「
延
季
卿
」、

「
光
格
天
皇
御
還
行
行
列
絵
巻
」
巻
二
は
、
当
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
前
号
掲

載
絵
図
と
全
く
同
じ
絵
柄
だ
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
絵
巻
を
宮
内
庁
書
陵
部
に
赴
い
て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、

ま
さ
に
「
行
幸
の
鹵
簿
を
詳
細
に
描
い
た
絵
巻
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
当

セ
ン
タ
ー
の
絵
図
（
折
本
）
は
、
記
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
行
列
の
後
半

に
相
当
す
る
部
分
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
書
陵
部
の
絵
巻
は
後
半
も
完
備

し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
書
陵
部
所
蔵
『
御
遷
幸
之
図
』〈
B
六
│
八
四
〇
〉
全
五
巻
は
、

当
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
『
寛
政
内
裏
還
幸
行
列
絵
図
』
と
大
部
分
同
内
容
で

あ
る
が
、
子
細
に
対
比
す
る
と
、
若
干
の
異
同
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
最

も
大
き
な
違
い
は
、
当
セ
ン
タ
ー
本
が
、
行
列
前
半
部
分
だ
け
で
、
後
半

部
分
を
欠
失
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
の
末
尾
に
左
の
ご
と

く
明
記
さ
れ
て
い
る
。

法
橋
探
真
斎
藤
原
守
善
写　

□
（
印
「
守
善
」）

　

こ
の
藤
原
守
善
は
「（
石
田
）
幽
汀
の
次
男
。
幼
名
は
酒
之
介
、
通
称

は
栄
三
郎
、
名
は
守
善
。
画
を
父
に
学
び
、
山
水
・
花
鳥
を
能
く
す
る
。

寛
政
五
年
（
一
八
九
三
）
没
。
三
十
才
」（『
美
術
人
名
辞
典
』
思
文
閣
）

と
み
ら
れ
る
。「
写
」
と
は
、
原
本
を
写
し
た
と
も
自
ら
描
い
た
と
も
解

さ
れ
る
が
、
後
述
の
と
お
り
前
者
だ
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
寛
政
二
年

の
還
幸
行
列
を
直
接
拝
見
し
た
可
能
性
も
あ
る
青
年
絵
師
に
よ
り
、
三
年

以
内
に
筆
写
さ
れ
た
絵
図
と
し
て
、
十
分
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
当
セ
ン
タ
ー
本
に
あ
る
前
半
部
分
と
大
筋
一
致
す
る
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（
49
）
土
山
右
近
府
生
武
雄
／
（
〃
）
水
口
右
近
府
生
身
人
部
清
起
／

（
〃
）
水
口
右
近
将
曹
身
人
部
長
清
／
（
〃
）
調
子
右
近
将
武
敬

（
50
）
中
園
少
将
実
綱
朝
臣

移
馬

（
51
）
久
我
右
大
将
信
通
卿
／
（
52
）
園
池
少
将
公
翰
朝
臣

（
53
）
滋
野
井
中
将
公
敏
朝
臣

御
列
奉
行

（
55
）
御
鳳
輦
／
万
里
小
路
中
納
言
／
桐
九　

／
久
世
三
位

（
56
）
正
親
町
中
将
実
光
朝
臣
／
（
57
）
水
無
瀬
少
将
成
貞
朝
臣

（
58
）
松
木
中
将
宗
章
朝
臣
／
（
59
）
大
宮
少
将
盛
季
朝
臣

東
豎
子

　

重
廉
左
大
史
為
秀
女
（
※
馬
上
の
公
卿
は
扇
子
で
顔
を
隠
す
）

※
以
下
「
御
遷
幸
之
図　

四
」

（
60
）
勧
修
寺
右
中
弁
良
顕
朝
臣
／
（
61
）
葉
室
侍
従
頼
寿

（
62
）
細
川
縫
殿
助
常
方
／
（
63
）
馬
（
烏
）
丸
侍
従
資
董

（
64
）
小
野
主
殿
職
登
／
（
65
）
押
小
路
掃
部
頭
師
武

（
66
）
萩
原
右
兵
衛
権
佐
従
宮
朝
臣
／
（
67
）
村
林
右
兵
衛
大
尉
喜
膳

（
68
）
穂
田
大
舎
人
頭
貞
積
／
（
69
）
粟
村
図
書
頭
義
清

（
70
）
今
大
路
内
蔵
権
頭
孝
廉
／
（
71
）
牧
内（
匠
）通
頭
義
謙

（
72
）
生
嶋
大
蔵
少
輔
宣
由
（
73
）
難
波
宮
内
権
大
輔
愛
敬

（
74
）
小
森
典
薬
頭
頼
望
／
（
75
）
浜
島
内
膳
泰
膳
清
章

49
「
冷
泉
中
納
言
」
に
「
為
幸
卿
」、
50
「
中
山
左
衛
門
督
」
に
「
忠
尹

卿
」、
◯51
「
日
野
権
大
納
言
」
に
「
資
矩
卿
」、
◯52
「
醍
醐
大
納
言
」
に

「
輝
久
卿
」、
◯53
「
花
山
院
大
納
言
」
に
「
愛
徳
卿
」、
そ
し
て
◯57
「
一
條

左
大
臣
」
は
「
輝
良
卿
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
◯53
の
次
は
、
当
セ
ン
タ
ー
本
に
「
転
法
輪
権
大
納
言
」
と
記

さ
れ
る
が
、
書
陵
部
本
で
は
「
三
条
大
納
言
実
起
卿
」
と
書
か
れ
て
い

る
。「
転
法
輪
」
は
三
条
家
の
別
称
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
両
本
は
単
純
な
親
子
関
係
で
な
く
、
む
し
ろ
親
本
を
別
々
に

転
写
し
て
各
々
に
注
記
を
若
干
加
筆
し
た
兄
弟
関
係
に
あ
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。

　

一
方
、
当
セ
ン
タ
ー
本
で
欠
失
し
て
い
る
後
半
部
分
（
書
陵
部
本
の
第

三
巻
途
中
か
ら
第
四
巻
・
第
五
巻
の
終
わ
り
ま
で
）
に
は
、
左
の
人
物

（
い
ず
れ
も
騎
馬
）
と
従
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
前
号
拙
稿
で
引

い
た
柳
原
均
光
『
日
次
記
』
の
「
行
粧
」（
行
列
）
に
冠
し
た
（　
　

）

番
号
を
加
え
て
示
せ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

（
44
）
調
子
左
近
府
生
武
里
／
（
〃
）
鳥
山
左
近
府
生
吉
文
／
（
〃
）
三

上
左
近
曹
秦
常
斐
／
（
〃
）
渡
辺
左
近
将
監
供
国

（
45
）
梅
園
少
将
実
兄
朝
臣

番
長
代

（
46
）
二
條
左
大
将
治
孝
卿
／
（
47
）
正
親
町
三
條
少
将
公
則
朝
臣
／

（
48
）
清
水
谷
中
将
公
寿
朝
臣
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ら
れ
た
後
掲
本
よ
り
精
密
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
野
村
氏
は
書
陵
部
所
蔵
の
記
録
『
寛
政
御
遷
幸
之
記
』

（
筆
者
未
詳
）
を
、
論
文
に
「
史
料
一
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は

後
に
論
ず
る
内
容
と
深
く
関
係
す
る
の
で
、
要
点
を
引
用
さ
せ
て
頂
こ
う

（
句
読
点
を
加
え
る
）。

御
道
筋
ハ
、
聖
護
院
よ
り
黒
谷
街
道
を
南
へ
、
三
条
を
西
へ
、
堺
町

を
北
へ
、
御
築
内
の
内
、
凝
華
洞
の
東
の
方
の
広
小
路
を
西
へ
、
直

ち
に
南
門
へ
入
御
ま
し
ま
す
。（
中
略
）

三
条
の
橋
、
造
り
替
ら
れ
、
小
路
ハ
民
家
の
床
を
土
間
と
等
し
く
切

下
て
、
京
洛
の
老
若
・
緇
主
等
ハ
言
二

不　
レ

及
、
浦
安
四
隅
の
洲
々

津
々
浦
々
の
者
ま
で
も
伝
ヘ
聞
て
、
天
の
君
の
御
幸
拝
ま
ん
と
、
千

里
を
遠
と
せ
ず
、
海
山
を
超
て
洛
に
来
る
も
の
幾
千
万
ぞ
や
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
光
格
天
皇
が
仮
御
所
の
聖
護
院
か
ら
新
造
内
裏
へ
還

行
さ
れ
た
道
筋
は
、
か
な
り
大
廻
り
し
て
い
る
。
い
っ
た
ん
黒
谷
街
道
を

南
下
し
、
つ
い
で
三
条
通
を
西
へ
行
き
、
さ
ら
に
境
町
通
を
北
上
し
、
内

裏
の
築
地
の
凝
華
洞
の
東
方
の
広
小
路
を
西
へ
進
み
、
南
門
（
建
礼
門
）

か
ら
入
御
、
と
い
う
ル
ー
ト
を
通
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
道
中
が
相
当
に
改

修
さ
れ
、
た
と
え
ば
三
条
の
橋
を
造
り
替
え
た
り
、
小
路
の
民
家
で
は
床

を
土
間
と
同
じ
ま
で
切
り
下
げ
た
り
し
た
こ
と
、
そ
の
行
列
を
見
物
す
る

た
め
に
、
老
若
男
女
も
僧
侶
ら
な
ど
も
全
国
各
地
か
ら
上
洛
し
て
き
た
こ

と
、
な
ど
を
知
り
う
る
。

（
76
）
橋
本
主
水
佑
信
益
／
（
77
）
田
中
大
膳
亮
雅
胤

（
78
）
阿
波
大
炊
頭
通
和

（
79
）
徳
岡
造
酒
佑
盛
隆
／
（
80
）
牟
田
木
工
権
頭
元
敷

（
81
）
高
橋
兵
庫
頭
俊
寿
／
（
82
）
生
嶋
雅
楽
頭
儀
重

（
83
）
柳
原
右
衛
門
権
佐
均
光
／
（
84
）
堀
河
右
衛
門
大
尉
忠
弘

御
列
奉
行

　

前
駈
諸
大
夫　

同
／
右
府
生
／
左
番
長　
　

右
府
生
／
右
番
長

※
以
下
「
御
遷
幸
之
図　

五
」

鷹
司
関
白
（
※
牛
車
）

御
後
官
人

医
師
／
御
園
主
斗
助
／
浦
野
右
近
／
山
本
主
殿
／
三
角
大
炊
／
畑
大
蔵
／

御
薗
玄
蕃
頭
／
御
賄
頭
／
御
前
書
／
御
在
武
家
盥
刀
／
同
同
心
／
三
口
御

門
番
／
水
分
摂
津
守
保
明
／
有
田
播
磨
守
貞
膳

御
見
付
／
能
登
守
十
郎
重
胤
／
御
奉
行
／
菅
沼
下
野
守
定
喜

所
司
代
／
太
田
備
中
守
資
愛
／
公
用
人
／
公
用
人
／
公
用
人

 

法
橋
探
真
斎
藤
原
守
善
写　

□
（
守
善
、
朱
印
）

　

こ
の
よ
う
に
書
陵
部
本
の
後
半
部
分
は
、
当
セ
ン
タ
ー
本
の
欠
失
部
分

を
詳
し
く
描
い
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
（
84
）
後
の
「
御
列
奉
行
」

の
人
々
は
、
柳
原
均
光
の
『
日
次
記
』
に
す
ら
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
絵

図
入
り
で
示
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
一
人
一
人
が
、
別
途
民
間
で
作
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と　

神
な
が
ら　

お
も
ほ
し
め
し
て　

大
命　

お
ほ
せ
給
へ
ば　

天

地
の　

神
あ
ひ
う
つ
な
ひ　

も
ろ
〳
〵
の　

よ
さ
し
の
つ
か
さ　

手

人
ど
も　

大
た
く
み
ら
も　

大
き
み
の　

み
こ
と
か
し
こ
み　

家
わ

す
れ　

身
も
た
な
し
ら
す　

ぬ
ば
玉
の　

よ
る
ひ
る
と
い
は
ず　

い

そ
し
み
て　

つ
か
へ
ま
つ
れ
ば　

あ
ら
た
ま
の　

と
し
だ
に
経
す
て　

玉
し
き
の　

平
安
の
宮
は　

又
さ
ら
に　

ひ
か
り
て
り
そ
ひ　

玉
の

ご
と　

造
り
み
か
け
れ　

玉
の
ご
と　

照
た
る
宮
の　

瑞
宮
の　

こ

の
新
宮
に　

む
く
さ
か
に　

う
つ
り
い
ま
す
と　

御
尾
前
の　

御
と

も
あ
と
も
ひ　

馬
車　

き
も
の
と
り
物　

ま
つ
ふ
さ
に　

い
と
り
よ

ろ
ひ
て　

冬
こ
も
り　

春
か
た
ま
け
し　

霜
月
の　

け
ふ
の
た
り
日

に　

天
の
は
ら　

豊
さ
か
の
ぼ
る　

朝
日
影　

に
ほ
ひ
か
が
や
き　

大
御
鳳
輦　

よ
そ
ひ
た
ゝ
し
て　

い
や
さ
き
に　

い
だ
し
車
の　

そ

め
屋
形　

道
も
て
る
か
に　

百
た
ら
す　

八
十
と
も
の
を
は　

ゆ
く

雁
の　

ひ
き
つ
ら
な
み
て　

か
き
か
ぞ
ふ　

八
く
ら
の
つ
か
さ　

物

申
す　

つ
か
さ
つ
ぎ
た
ち　

も
と
し
げ
く　

春
咲
花
の　

桃
の
花　

名
に
お
ふ
ま
ち
の　

其
殿
の　

大
ま
へ
つ
き
み　

雲
の
う
へ　

ち
か

き
ま
も
り
の　

ま
へ
つ
君　

左
み
ぎ
り
と　

馬
な
へ
て　

弓
と
り
も

た
し　

二
つ
ら
に　

分
れ
つ
ら
な
り　

大
御
さ
き　

つ
か
へ
ま
つ
ら

し　

ひ
さ
か
た
の　

み
そ
ら
に
た
か
ゆ
く　

鷹
つ
か
さ　

殿
の
命
は　

食
國
（
お
す
く
に
）
の　

事
と
り
持
て　

天
の
下　

ま
を
し
給
ふ
と　

ゆ
く
ら
か
に　

の
ら
し
給
へ
る　

を
車
の　

牛
の
あ
ゆ
み
の　

の
ど

か
な
る　

御
世
の
か
た
め
と　

御
し
り
へ
に　

た
ゝ
し
給
ひ
て　

玉

本
居
宣
長
の
長
歌
と
木
版
『
還
幸
御
行
列
之
図
』

　

こ
の
還
幸
行
列
を
屏
風
絵
に
し
た
の
が
、
前
掲
③
（
野
村
論
文
の
写
真

3
）
で
あ
る
。
そ
の
左
双
に
は
、
聖
護
院
を
出
て
三
条
の
橋
に
さ
し
か
か

っ
た
鳳
輦
が
描
か
れ
、
ま
た
右
双
に
は
、「
鈴
鎰
櫃
」
と
「
大
刀
契
櫃
」

が
見
え
、
さ
ら
に
道
端
で
見
学
す
る
人
々
も
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
見
物
人
と
し
て
、
自
ら
記
録
を
残
し
た
の
が
、
本
居
宣
長
で
あ

る
。
宣
長
は
寛
政
二
年
十
一
月
初
め
に
還
幸
の
噂
を
知
り
、
直
ち
に
準
備

し
て
伊
勢
の
松
坂
を
発
ち
、
京
都
へ
着
い
て
知
人
宅
に
泊
っ
た
。
そ
し
て

二
十
二
日
に
は
、
聖
護
院
の
近
く
で
還
幸
行
列
を
望
拝
し
、
事
前
に
入
手

し
た
と
み
ら
れ
る
行
列
次
第
（
長
帖
）
に
印
を
付
け
た
（
そ
の
長
帖
が
同

館
H 

P
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
当
日
の
感
銘
を
次

の
よ
う
な
長
歌
に
詠
ん
で
い
る
（
筑
摩
書
房
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
五

巻
。
歌
に
濁
点
を
加
え
る
）。

　

寛
政
二
年
十
一
月
廿
二
日
の
日
か
り
宮
よ
り
新
大
宮
に
御
う
つ
ろ

ひ
の
大
み
ゆ
き
を
見
奉
り
て
よ
め
る

掛
け
ま
く
も　

あ
や
に
か
し
こ
き　

天
皇
の　

神
の
尊　

う
つ
そ
み

の　

世
の
事
な
れ
ば　

わ
が
こ
も
を　

か
り
な
る
宮
に　

し
ま
し
く

は　

大
ま
し
〳
〵
ぬ　

し
か
れ
ど
も　

ま
そ
み
の
鏡　

あ
き
ら
け
き　

大
御
心
は　

天
地
に　

照
た
ら
は
し
て　

咲
花
の　

に
ほ
ふ
が
こ
と

く　

さ
か
り
な
る　

大
御
世
な
れ
ば　

も
の
ご
と
に　

さ
か
ゆ
く
時

に　

も
ゝ
し
き
の　

大
宮
す
ら
を　

あ
ふ
さ
わ
に　

思
ひ
て
あ
ら
め

や　

い
に
し
へ
の　

か
た
ち
尋
ね
て　

ま
く
は
し
く　

造
り
な
さ
む
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正
月
、
そ
れ
を
出
版
し
た
人
が
い
る
。
そ
の
『
光
格
天
皇
還
幸
御
行
列
之

図
』
は
、
木
版
本
で
あ
る
か
ら
、
少
な
か
ら
ず
現
存
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

が
、
幸
い
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、
既
に
カ
ラ
ー
で
デ
ジ
タ
ル
公

開
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
そ
れ
が
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
横
長
の
袋
綴
本
（
二
冊
）、

も
う
一
つ
は
、
そ
れ
を
開
い
て
継
ぎ
あ
わ
せ
巻
子
装
に
し
た
も
の
（
二

巻
）
で
、
全
く
同
じ
刷
物
で
あ
る
が
、
前
掲
の
⑹
と
同
様
、
当
セ
ン
タ
ー

本
に
な
い
後
半
の
部
分
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
木
版
本
の
表
紙
と
序
文
お
よ
び
行
列
絵
図
の
全
体
に
加

え
ら
れ
て
い
る
注
記
（
官
名
・
人
名
な
ど
）
の
文
字
を
左
に
翻
刻
し
、
さ

ら
に
、
前
号
紹
介
の
当
セ
ン
タ
ー
絵
図
に
欠
失
し
て
い
る
後
半
部
分
の
写

真
を
、
翻
刻
の
後
に
掲
載
さ
せ
て
頂
こ
う
。

凡
例
一　

 

こ
の
「
御
行
列
之
図
」
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

る
木
版
の
袋
綴
本
と
巻
子
本
（
同
一
内
容
。
デ
ジ
タ
ル
公
開
）

で
あ
る
。

　
　

一　

 

そ
の
文
字
部
分
を
抽
出
し
て
翻
刻
す
る
。
袋
綴
本
に
打
た
れ
て

い
る
丁
数
を
「
1
オ
」「
1
ウ
」
と
し
て
示
し
、
一
部
の
漢

字
・
平
仮
名
の
右
（　

）
内
に
字
を
充
て
た
。

　
　

一　
 

行
列
中
の
主
要
な
人
物
の
右
肩
に
、
前
号
掲
載
の
記
録
（
柳
原

均
光
の
『
日
次
記
』
の
（
0
）
〜
（
89
）
と
絵
図
の
注
記
①
〜

を
示
し
た
。

ほ
こ
の　

道
の
長
手
を　

た
も
と
ほ
り　

大
路
に
出
て　

鳥
が
な
く　

あ
づ
ま
に
通
ふ　

白
雲
の　

あ
は
た
の
や
ま
を　

さ
き
竹
の　

そ
か

ひ
に
見
つ
　ゝ

た
く
ふ
す
ま　

白
川
わ
た
り　

お
き
に
す
む　

青
羽

の
鳥
の　

か
も
河
の　

清
き
川
瀬
に　

さ
す
竹
の　

大
宮
人
の　

花

衣　

き
そ
な
ふ
袖
の　

色
々
の　

影
も
う
つ
り
て　

そ
ら
か
そ
ふ　

大
は
し
小
橋　

馬
の
つ
め　

ふ
み
と
ど
ろ
こ
し　

つ
ぎ
〳
〵
に　

い

ゆ
き
渡
ら
し　

大
御
城
の　

内
に
入
た
ち　

日
の
竪
の　

大
路
を
を

れ
て　

日
の
よ
こ
の　

み
ち
ゆ
き
す
ゝ
み　

九
重
の　

外
の
重
を
過

て　

中
の
重
に　

入
ま
す
は
し
に　

打
あ
ぐ
る　

つ
づ
み
の
ひ
び
き　

ふ
き
な
す
や　

笛
の
し
ら
べ
は　

み
雪
ふ
る　

冬
と
も
い
は
ず　

春

日
な
す　

空
も
う
ら
ゝ
に　

は
ろ
〳
〵
に　

き
き
の
よ
ろ
し
く　

水

垣
の　

久
し
く
絶
し　

遠
御
代
の　

跡
を
た
づ
ね
て　

古
に　

叉
立

か
へ
り　

望
月
の　

た
ら
は
し
た
て
る　

大
殿
を　

萬
世
ま
で
に　

い
や
高
に　

た
か
し
き
ま
す
と　

あ
ら
た
な
る　

そ
の
内
の
重
の　

大
御
か
ど　

指
て
入
ま
す　

今
日
の
此　

大
行
幸
を
し　

あ
ま
さ
か

る　

ひ
な
の
國
へ
の　

い
や
し
き
や　

御
民
わ
れ
ら
も　

風
の
と
の　

と
ほ
と
に
聞
て　

と
も
し
み
と　

の
ほ
り
ま
ゐ
来
て　

し
ゝ
じ
も
の　

い
は
ひ
を
ろ
が
み　

天
つ
空
あ
る
き
見
ま
つ
る　

こ
と
の
た
ふ
と
さ

　

反
歌

　

 

い
や
た
か
に　

み
つ
の
に
ひ
宮　

し
き
そ
め
て　

御
世
は
榮
え
む　

萬
代
ま
で
に

　

さ
ら
に
、
こ
の
行
列
を
拝
見
し
て
全
容
を
絵
図
に
描
き
、
翌
寛
政
三
年
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天
皇
御
遷　

幸
／
御
行
列
之
図

　
　
　

 

供
奉
之
面
々
也
。
同
例
者
則
煩
多
故
、
省
／
略
也
焉
。
於　
二

目
録　
一

書
│　
二

写
絵
図　
一

而
附
会
／
之
而
以
可　
レ

観　
レ

之
也
。

　
　
　
　
　
　

近
国
之
大
名
中
上
京
而
御
固
（
か
た
め
）。

2
ウ　
　
　
　

さ（

堺

町

御

門

）

か
ひ
ま
ち
御
も
ん

3
オ　
　
　
　

じ（
仕
丁
）

て
う　

／
お（

参

道

清

）

ん
み
ち
き
よ
め

3
ウ　
　
　
　

す
は
う　

／
ぼ（

棒

突

）

う
つ
き

4
オ　
　
　
　

か（

金

棒

）

な
ば
う

4
ウ　

出（
〇
）
⑧車　

う（

牛

童

）

し
わ
ら
は
／
と（

舎
人
）

ね
り
／
う（

牛

飼

）

し
か
ひ

　
　
　
　
　
　

く（

車

添

）

る
ま
ぞ
ひ
／
し（

仕
丁
）

て
う

5
オ　
　
　
　

お（

御

供

車

）

ん
と
も
ぐ
る
ま
／
か
け
は
し
／
ち
ぐ

　
　
　
　
　
　

か
け
づ
え　

／
あ（

雨

皮

）

ま
か
わ

5
ウ　
　
　
　

か（

替

牛

）

へ
う
し　

／
し（

仕
丁
）

て
う

　
　
　

侍⑩

衛
府　

水
谷
右
兵
衛
少
志

6
オ　

同⑨　
　
　

小
林
左
兵
衛
大
尉

　
　
　
　
　
　

む（

馬

添

）

ま
ぞ
ひ
／
し（

仕
丁
）

て
う
／
ざ（

雑

色

）

う
し
き

　
　
　
　
　
　

さ
ん
だ
い
が
さ
／
く
つ
／
あ
く
ら
／
し（

敷

皮

）

き
か
わ

6
ウ　

右（
2
）
②京
職　

石
川
摂
津
守

　
　
　
　
　
　

ざ（

雑

色

）

う
し
き
／
わ（

童

）

ら
は

7
オ　

左（
1
）
⑬京
職　

立
入
左
京
亮

　
　
　

神
）
⑮

33
（

祇
官　

藤
波
三
位
殿　
　

　
　
　
　
　
　

お（

大

舎

人

）

ほ
と
ね
り
／
い
ち
び
は
／
む（

馬

添

）

ま
ぞ
ひ

（
表
紙
）

（
序
文
）　

※
1
オ
・
1
ウ
（
こ
の
部
分
難
解
、
読
み
取
り
不
正
確
）

夫（
そ
れ
）異

変
は
今
こ
そ
す
べ
か
ら
ず
。
去
／
ぬ
る
天
明
八
、
つ
ち
の
え
申

（
さ
る
）の

年
二
月
／
朔
日
、
内
裏
御
炎
上
に
て
／
聖
護
院
宮
の
御
殿
を
御
仮
／
皇
居

と
な
さ
し
め
ら
る
。
但
し
／
天
命
下
り
大
造
営
す
み
や
か
に
／
な
り
、
寛

政
二
か
の
え
戌
（
い
ぬ
）の

と
し
／
十
一
月
二
十
二
日
、
新
造　

内
裏
へ
／
御
遷
幸

希（
稀
）な

る
御
大
／
礼
に
て
、
供
奉
の
御
面
〳
〵
／
霊
々
敷
難
有
尊
と
き
／
御

行
粧
な
り
。
こ
れ
を
拝
見
／
せ
ざ
る
人
の
た
め
に
と
御
紳
／

家
、
右
御

行
列
の
大
略
を
／
御
う
つ
し
、
既
に
御
蔵
／
書
と
な
し
お
か
る
。
故
あ
つ

て
今
／
般
、
是
を
小
子
に
伝
託
し
□
。
熟
／
□
の
人
へ
は
、
此
御
図
書
は

実
に
／
諸
悪
難
を
除
き
萬
願
な
る
／
の
ま
も
り
、
慎
て
高
敬
あ
る
／
べ
き

を
達
し
、
付
与
す
べ
き
の
／
条
、
命
ぜ
ら
る
。
し
か
し
か
ゆ

／
も
の
に
は
あ

ら
ず
。
依
て
聊
／
こ
の
み
を
尽
し
て
、
以
て
四
方
へ
／
告
る
と
し
か
い
ふ
。

　
　

寛
政
三
か
の
と
の
亥
年
三
月
／
越
州　

源
宜
謙
、
慎
み
て
記
之
。

（
本
文
）

2
オ　
　
　

不
許
翻
刻 

／
寛
政
二
庚
戌
年
十
有
一
月
二
十
有
二
日

 

（
印
）
神
田
町

籠
町
壱
丁
目
拾
番
地

 

三
河
屋
幸
三
郎

御
行
列
之
図
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12
ウ　
　
　
　

ぞ（

雑

色

）

う
し
き
／
さ
ん
だ
い
が
さ
／
く（

沓
）つ

13
オ　

五
条
少
納
言
殿
／
わ（
童
）ら

は
／
ぞ

（
雑
色
）う

し
き

13
ウ　
　
　
　

さ
ん
だ
い
が
さ

　
　
　

太
）
38

24

（

刀
契　

鈴
木
左
近
将
監
／
主

）
40

26
（

鈴　

渡
辺
河
内
守

　
　
　

侍
従　

葉
室
侍
従
殿
／
侍
臣　

烏
丸
侍
従
殿

　
　
　

坊）41
27
（

城
左
大
弁
宰
相
殿

14
オ　
　
　
　

む（

馬

添

）

ま
ぞ
ひ
／
ざ（

雑

色

）

う
し
き

　
　
　

四）42
28
（

辻
右
宰
相
中
将
殿
／
高）43

29
（

倉
宰
相
殿
／
四）44

30
（

条
新
宰
相
殿

14
ウ　

六
条
宰
相
中
将
殿
／
千
種
二
位
宰
相
殿
／
葉
室
中
納
言
殿

　
　
　
　
　
　

む（

馬

舎

人

）

ま
ど
ね
り
／
い
ち
び
は
ぐ
き

15
オ　
　
　
　

し（

敷

皮

）

き
か
わ
／
し（

仕
丁
）

て
う

　
　
　

三）48
34
（

条
西
中
納
言
殿
／
中）50

36
（

山
左
衛
門
督
殿

　
　
　

※
記
録
（
35
）
絵
図
49
に
「
冷
泉
中
納
言
（
為
章
）
あ
り
。

　
　
　

日）
37
（

野�

権
中
納
言
殿
／
醍）

38
（

醐�

大
納
言
殿

15
ウ　
　
　
　

む（

馬

添

）

ま
ぞ
ひ
／
い
か
ひ

16
オ　
　
　
　

あ
ぐ
ら
／
い
か
ひ
／
と
ね
り

　
　
　

花）
39
（

山�

院
大
納
言
殿
／
三）

40
（

条�

権
大（

転
法
輪
）納言

殿
／
一）

41
（

条
左
大
臣
公

16
ウ　
　
　
　

ば
（
番
長
）42
43んち
よ
う

17
オ　
　
　
　

ろ（

郎

党

）

う
と
う
／
と（

舎

人

長

）

ね
り
の
て
う
／
む（

馬

添

）

ま
ぞ
ひ
／
い
か
ひ

17
ウ　
　
　
　

ざ（

雑

色

）

う
し
き
／
く（

沓

台

）

つ
だ
い

　
　
　

※
当
セ
ン
タ
ー
の
絵
図
は
以
上
前
半
の
み
（
以
下
欠
失
）

18
オ　
　
　
　

さ
ん
だ
い
が
さ
／
し（
仕
丁
）

て
う

57

7
ウ　
　
　
　

く（

沓

台

）

つ
だ
い
／
あ
ぐ
ら

　
　
　

彈（
4
）
⑯正

台　

小
川
弾
正
少
忠　

／
ざ
う
し
き

8
オ　
　
　
　

さ
ん
だ
い
が
さ
／
し
き
が
わ

　
　
　

兵（
5
）
⑰部
省　

石
井
兵
部
権
少
輔
／
民（

6
）
⑱部
省　

津
幡
民
部
少
輔

　
　
　

治（
7
）
⑲部

省　

小
林
治
部
少
輔　

／
式（

8
）
⑳部

省　

入
江
式
部
少
輔

　
　
　

官（
9
）吏　

　

壬
生
官
務
左
大
史
／
隼

）
㉒

10

（

人
司　

北
小
路
周
防
守

　
　
　

左
）
㉓

11

（

衛
門
府　

松
波
左
衛
門
大
尉

8
ウ　
　
　
　

て
う
ど
か
け
／
ね
じ
り
ほ（
矛
）こ

9
オ　

同）㉔
12
（

（
左
衛
門
府
）　

広
橋
左
衛
門
権
佐
殿

　
　
　
　
　
　

ゆ（
ゆ
み
）み

／
ず（

隨

人

）

い
じ
ん

9
ウ　
　
　
　

か（

看

督

長

）

ど
の
を
さ
／
あ
ぐ
ら

　
　
　

左
）
㉕
　

13

（

兵
衛
府　

山
形
左
兵
衛
大
尉
／
同）㉖

14
（

　

堤
左
兵
衛
権
佐
殿

　
　
　

陰
）
㉗

15

（

陽
寮　

土
御
門
陰
陽
頭
殿

10
オ　
　
　
　

さ
い
ろ
う
／
わ（

童

）

ら
は

10
ウ　

中
）
㉘

16

（

務
省　

辻
中
務
少
丞
／
内

）
㉙

17

（

舎
人　

内
海
兵
庫
亮

　
　
　

右
）
㉛

19

（

馬
寮　

前
波
相
模
守
／
左

）
㉚

18

（

馬
寮　

高
津
越
後
守

　
　
　
　
　
　

む（

馬

舎

人

）

ま
ど
ね
り
／
し（

仕
丁
）

て
う

11
オ　

威32
33

儀
御
馬
（
二
頭
）
／
こ
ん
ゑ
／
ぢ
ぶ
／
む（

馬

添

）

ま
ぞ
ひ

11
ウ　
　
　
　

お（

御

内

蔵

）

ん
う
ち
く
ら

　
　
　

外
）
34

20

（

記
局　

山
口
少
外
記

12
オ　
　
　
　

あ
ぐ
ら
／
し
き
か
わ
／
こ
ん
ゑ
／
お（

御

辛

櫃

）

ん
か
ら
ひ
つ

　
　
　

鈴
）
35

21
（

鎰　

櫛
）
36

22

（

田
左
近
将
監



51 徳島県立博物館所蔵『光格上皇修学院御幸儀仗図絵巻』

　
　
　
　
　
　

じ（

如

木

）

よ
ぼ
く
／
ず（

隨

身

）

い
し
ん

23
ウ　
　
　
　

く（

沓

台

）

つ
だ
い
／
あ（

胡
座
）

ぐ
ら

　
　
　

 

園）
52
（

池
右（

公
翰
）

少
将
殿
／
正）

47
（

親
町
三
条
左（

公
則
）

少
将
殿
／
東
豎
子　

虫
鹿
参
河

守
娘

24
オ　

職
事　

勧）
60
（

修
寺
頭（

良
顕
）弁

殿

　
　
　
　
　
　

ざ（

雑

色

）

う
し
き
／
む（

馬

舎

人

）

ま
ど
ね
り
／
わ（

童

）

ら
は

24
ウ　
　
　
　

あ（
胡
座
）

ぐ
ら
／
し（

敷

皮

）

き
か
わ

　
　
　

極
﨟　
　

細
川
縫
殿
助　
　
　

／
主）

64
（

殿
寮　

小
野
主
殿
助

　
　
　

掃）
65
（

部
寮　

押
小
路
大
外
記　
　

／
図）

69
（

書
寮　

小
川
図
書
頭

　
　
　

内）
70
（

蔵
寮　

今
大
路
内
蔵
権
頭　

／
内）

71
（

匠
寮　

牧
内
匠
頭

　
　
　

大）
72
（

蔵
省　

生
島
大
蔵
少
輔　
　

／
宮）

73
（

内
省　

難
波
宮
内
権
少
輔

　
　
　

典）
74
（

薬
寮　

小
森
典
薬
頭

25
オ　

内）
75
（

匠
（
膳
カ
）司　

浜
島
内
膳
正　
　

 

／
大）

77
（

膳
職　

田
中
大
膳
亮

　
　
　

主）
76
（

水
司　

橋
本
主
水
佑　
　
　

／
大）

78
（

炊
寮　

河
野
大
炊
頭

　
　
　

造）
79
（

酒
司　

徳
岡
造
酒
佑　
　
　

／
木）

80
（

工
寮　

平
田
木
工
権
頭

　
　
　

兵）
81
（

庫
寮　

高
橋
兵
庫
頭　
　
　

／
雅）

82
（

楽
寮　

生
島
雅
楽
頭

　
　
　

右
衛
門
督　

堀
川
右
衛
門
大
尉
／
同）

83
（

　

柳
原
右
衛
門
権
佐
殿

　
　
　
　
　

か（

看

督

長

）

ど
の
を
さ

25
ウ　
　
　

わ（

童

）

ら
は
／
ず
い
じ
ん
／
26
オ　

く（

火

長

）

わ
て
う
／
あ
ぐ
ら

26
ウ　

鷹
司
関
白
公　

／
ぜ
ん
く
が
さ
／
し（

諸

大

夫

）

ょ
だ
い
ぶ

27
オ　
　
　

む（

馬

舎

人

）

ま
ど
ね
り
／
い
ち
び
は
ぐ
き
／
ば
ん
じ
や
う

27
ウ　
　
　

ふ（

府

生

）

し
ょ
う
／
そ（

添

牛

飼

）

へ
う
し
か
ひ

　
　
　

近
衛
代　

土
山
右
近
府
生
／
同　

調
子
左
近
府
生

18
ウ　

府
生　

水
口
右
近
府
生
／
同　

鳥
山
左
近
府
生

　
　
　
　
　
　

く（
沓
）つ

／
あ
ぐ
ら

　
　
　

将
曹　

水
口
右
近
将
曹
／
同　

三
上
駿
河
守

19
オ　
　
　
　

く
つ
／
あ
ぐ
ら

　
　
　

将
監　

調
子
右
近
将
監
／
同　

三
上
左
近
将
監

19
ウ　
　
　
　

し（
仕
丁
）

て
う
／
ざ（

雑

色

）

う
し
き

　
　
　

大）
59
（

宮
右（

盛
季
）

少
将
殿
／
水）

57
（

無
瀬
左（

成
貞
）

少
将
殿
／
中）

58
（

御
門
右（

宗
章
）

中
将
殿

　
　
　

正）
56
（

親
町
左（

実
光
）

中
将
殿
／
久）

51
（

我
右（

信
通
）

大
将
殿
／
二）

46
（

条
左（

治
孝
）

大
将
殿

20
オ　
　
　
　

だ（

弾

正

台

）

ん
じ
ょ
う
だ
い
／
と（

舎
人
）

ね
り

20
ウ　
　
　
　

ず（

隨

身

）

い
し
ん

　
　
　

滋）
53
（

野
井
右（

公
敬
）

中
将
殿

21
オ　

中）
50
（

園
右（

実
綱
）

少
将
殿
／
梅）

45
（

園
左（

実
兄
）

少
将
殿

　
　
　
　
　
　

む（

馬

舎

人

）

ま
と
ね
り
／
し（

敷

皮

）

き
か
わ

21
ウ　
　
　
　

び（

檳

榔

毛

の

御

翳

）

ろ
う
げ
の
お
ん
ゑ
い
／
み（

御

綱

仕

丁

）

つ
な
し
て
う
二
十
八
人

　
　
　
　
　
　

み（

御

輿

）

み
こ
し
の
て（

丁
）う

八
に（

人
）ん

22
オ　

御）
55
（

鳳
輦

　
　
　
　
　
　

と（

堂

上

）

う
し
ょ
う
四
に
ん
／
が（

駕
輿
丁
）

よ
て
う
六
十
に
ん

22
ウ　
　
　
　

し（

執

翳

）

つ
ゑ
い　

は
も
の
ぶ
だ
ひ

23
オ　

四
辻
右
中
将
殿
／
裏
辻
左
中
将
殿

　
　
　

※ 

記
録
に
は
右
の
両
名
見
当
た
ら
ず
（
48
）「
中
将
（
清
水
谷
）

公
寿
朝
臣
」
を
記
す
。
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33
オ　

三（
印
）河　

神
田

籠
町
壱
丁
目
拾
番
地
／
三
河
屋
幸
三
郎

　
　
　

御
印　

□
（

殿
蔵
書
）

※
袋
綴
本
、
裏
表
紙
（
紺
色
）
に
「
三
河
屋
幸
三
郎
」
の
印
あ
り
。

　

こ
れ
を
通
覧
す
る
と
、
こ
の
木
版
本
『
御
行
列
之
図
』
は
、
本
文
の
2

オ
に
断
る
と
お
り
、
供
奉
の
面
々
で
あ
っ
て
も
同
じ
例
は
煩
い
が
多
い
の

で
、
か
な
り
省
略
し
て
し
ま
い
、
官
名
・
人
名
を
ま
と
め
て
記
す
（
8
オ

に
七
名
、
10
ウ
に
七
名
、
13
ウ
で
五
名
、
14
オ
ウ
で
六
名
、
15
オ
で
五

名
、
19
ウ
に
六
名
、
24
ウ
に
九
名
、
25
オ
に
十
名
）。
ま
た
12
オ
に
「
鈴

鎰
」
の
櫃
は
描
く
が
、「
太
刀
契
」
は
13
ウ
に
名
称
を
記
す
の
み
で
す
ま

せ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
当
セ
ン
タ
ー
の
絵
図
に
欠
け
て
い
る
後
半
が
、

18
オ
以
下
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
末
尾
に
モ
ノ
ク
ロ
写
真

で
掲
載
し
て
参
考
に
供
す
る
。

「
鈴
鎰
櫃
」
と
「
隠
岐
国
駅
鈴
」

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
還
幸
行
列
に
は
、
前
述
の
「
大
刀
契
櫃
」
と
共
に

「
鈴
鎰
櫃
」
が
出
て
い
る
。
野
村
論
文
に
よ
れ
ば
、
大
刀
契
は
中
世
か
ら

途
絶
え
て
い
た
も
の
を
今
回
復
活
し
て
行
列
に
加
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
鈴
に
つ
い
て
は
「
後
西
天
皇
・
霊
元
天
皇
・
中
御
門
天

皇
・
桃
園
天
皇
の
剣
璽
渡
御
の
行
列
（
記
録
）
に
よ
り
〝
宝
剣
〞
と
〝
神

璽
〞
及
び
〝
鈴
〞
の
存
在
が
確
認
で
き
る
」
と
い
う
。

　

た
だ
、
伊
藤
純
氏
の
「
隠
岐
国
駅
鈴
と
光
格
天
皇
」（『
大
阪
歴
史
博
物

28
オ　
　
　

く（

車

副

）

る
ま
ぞ
ひ
／
と（

舎
人
）

ね
り
／
じ（

仕
丁
）

て
う

28
ウ　
　
　

ち
ぐ
／
う
け
は
し
／
う
け
づ
え
／
あ
ま
か
わ
／
じ
て
う

29
オ　
　
　

そ（

添

牛

）

へ
う
し
／
こ
ん
ゑ
／
29
ウ　

ざ（

雑

色

）

う
し
き
／
く（

沓
）つ

30
オ　
　
　

か（

看

督

長

）

ど
の
を
さ
／
む（

馬

舎

人

）

ま
ど
ね
り
／
じ（

仕
丁
）

て
う

　
　
　

御
後
官
人　

小
佐
治
右
衛
門
大
尉

30
ウ　
　
　

ね
じ
り
ぼ
こ
／
く（

火

長

）

わ
て
う

31
オ　
　
　

ろ（

六

文

）

く
も
ん
／
か（

金

棒

）

な
ぼ
う

31
ウ　

武
家
数
頭　

／
か（
徒
歩
）ち

32
オ　
　
　

 

ち
ゅ
う
げ
ん
／
や（

槍
）り

／
さ（

侍

）

む
ら
い
／
く（

沓
）つ

／
か（

傘
）さ

／

し（

床

机

）

ょ
う
ぎ
／
を
さ
ゑ

32
ウ　

一
主と
の
も
り
ぶ
だ
い

殿
部
代　
　

一
御み

こ
し
の
て
う

輿
長　
　
　

一
駕か

ど
の
を
さ

輿
丁

　
　
　

一
御み
つ
な
が
て
う

綱
駕
丁　
　

一
舎と

ね
り
て
う

人
長　
　
　

一
舎と

ね
り人

　
　
　

一
番ば
ん
て
う長　

　
　
　

一
近こ

ん
ゑ衛　

　
　
　

一
郎ら

う
ど
う堂

　
　
　

一
移い

ば馬　
　
　
　

一
隨ず

い
じ
ん身　
　
　
　

一
看か

ど
の
を
さ

督
長

　
　
　

一
火く
は
て
う長　
　
　
　

一
如じ

ょ
ぼ
く木　
　
　
　

一
雑ざ

う
し
き色

　
　
　

一
斎さ
い
ら
う郎　
　
　
　

一
省し

ょ
う
だ
う
だ
い

堂
代　
　
　

一
車く

る
ま
ぞ
ひ
副

　
　
　

一
馬う
ま
ぞ
ひ副　

　
　
　

一
馬ば

ぶ部　
　
　
　

一
居ゐ

か
ひ飼

　
　
　

一
牛う
し
か
ひ飼　
　
　
　

一
小わ

ら
は童　
　
　
　

一
仕じ

て
う丁

右
の
し
や
う
ぞ
く
、
く
は
し
く
図
す
る
こ
と
／
か
な
は
ず
。
今
も
ん

を
つ
け
、
こ
れ
を
わ
か
つ
。
／
堂
上
が
た
地
下
の
し
ゆ
う
と
も
に
、

各
／
官
職
に
よ
つ
て
と
も
の
者
等
有
て
／
一
人
も
多
少
な
ら
ず
、
諸

／
用
具
持
、
別
と
も
の
分　

御
道
す
ぢ
／
な
し　

別
道
を
往
来
す
。
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こ
れ
は
紹
仁
親
王
（
11
）
が
父
君
後
水
尾
上
皇
（
48
）
の
「
仙
洞
」
に

お
い
て
「
御
元
服
」
の
儀
を
行
わ
れ
た
後
、
十
月
三
日
、
異
母
姉
の
明
正

女
帝
（
21
）
か
ら
皇
位
を
譲
ら
れ
た
際
の
詳
細
な
儀
式
次
第
で
あ
る
。
そ

の
中
に
左
の
ご
と
く
「
木
契
」
や
「
駅
鈴
」
が
み
え
る
（
句
読
点
・
返

点
・
送
り
仮
名
を
加
え
る
）。

次
ニ

大
臣
更
ニ

召
シ二

内
記
ヲ一

賜リ二
木
契
ヲ一

〔
右
片
三
枚
〕
…
〔
右
片
三
枚

…
〕、
大
臣
便
チ

賜
フ二

木
契
於
少
納
言
ニ一

〔
右
片
三
枚
。
是
レ

納　
二

鈴
櫃
契

ニ一

也
。〕
…
納
言
賜
リレ

之
ヲ

率
テ二

主
鈴
ヲ一

退
出
ス

。（
※
草
稿
「
裏
分
チ 

テ

為
スレ

三
ト

、
共
中
央
ニ

書
シ二

国
名
ヲ一

、
給
フ二

三
関
使
ニ

契
ヲ一

也
。
／
此
間
、

少し
ょ
う
な
ご
ん

納
言
令
ム三

主0

鈴
ニ

封
ゼ二

勅
符
ヲ一

。
…
」）
大
臣
宜
シ 

ク

固
関
使
等
御
馬
賜

ヘ
。
…
大
臣
賜
リ二

革
袋
ヲ一

仰
テ

云
ク

、
伊
勢
国
ニ

罷
テ

鈴
鹿
ノ

関
固
久

衛
レ

。

近
江
、
美
濃
同
ジレ

之
ニ

。
使
等
称
唯
シ 

テ

退
ク

。
…

　

太
政
官
符　

伊
勢
国
司
／
使
（
二
名
省
略
）

　
　
　

勅
符
壱
通
／
駅
鈴
弐
口
、
壱
口
伍
刻
。

近
衛
弐
人
、
従
各
壱
人

　
 

右
為
テ二

国
守
ト一

彼
国
差
シ二

件
ノ

等
人
ヲ一

給
リレ

契
ヲ

発
遣
ス

。
国
宜
シ 

ク

承

知
シ

、
准
ジ二

固
関
使
ニ一

、
依
リレ

例
ニ

施
行
ス

。
符
到
ラ 

バ

奉
行
セ 

ヨ

。

正
四
位
上
行
左
中
弁
藤
原
朝
臣　

 

従
四
位
上
行
主
殿
頭
兼
左
大
史
小

槻
宿
祢
奉

館
研
究
紀
要
』
第
十
五
号
、
平
成
二
十
九
年
三
月
発
行
、
デ
ジ
タ
ル
公

開
）
に
よ
れ
ば
、
還
幸
行
列
の
鈴
櫃
に
は
「
隠
岐
国
駅
鈴
」
が
用
い
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
経
緯
を
略
述
す
れ
ば
、
こ
の
還
幸
よ
り
四
年
前
の

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、
隠
岐
国
造
の
後
裔
と
伝
え
ら
れ
る
億
岐
家
の

当
主
が
、
家
宝
の
駅
鈴
を
持
参
し
て
、
朝
廷
か
ら
も
信
頼
の
篤
い
崎
門
学

者
の
西
依
成
斎
と
石
門
心
学
者
の
並
河
湛
一
に
見
せ
た
。
す
る
と
、
特
に

並
河
（
懐
徳
堂
教
授
）
は
、
こ
れ
を
古
代
以
来
の
本
物
と
み
な
し
て
高
く

評
価
し
、
そ
の
噂
が
天
聴
に
達
し
て
、
光
格
天
皇
の
叡
覧
を
賜
る
に
至
っ

た
と
い
う
。
し
か
も
翌
七
年
に
内
裏
が
焼
失
し
、
三
年
近
く
聖
護
院
に
居

ら
れ
た
光
格
天
皇
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
新
造
内
裏
へ
還
幸
さ
れ

る
際
、
隠
岐
か
ら
駅
鈴
を
召
し
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
朱
櫃
に
納
め
て
行
列

に
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
駅
鈴
を
隠
岐
へ
返
す
時
、
朱
櫃
も
下
賜
さ
れ

た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

　

こ
の
「
隠
岐
国
駅
鈴
」
は
、
律
令
制
下
に
送
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
判

定
し
難
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
御
覧
に
な
っ
た
光
格
天
皇
が
「
鈴
鎰
」
も

「
太
刀
契
」
も
平
安
以
来
「
剣
璽
」
に
準
ず
る
宝
器
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ

た
来
歴
認
識
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
行
幸
の
際
に
帯
同
す
る
古
儀

を
復
活
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
十
分
に
意
味
が
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
よ
り
百
五
十
年
近
い
前
で
あ
る
が
、
宮
内
省
編
『
後

光
明
天
皇
実
録
』
の
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
十
月
三
日
条
（
二
六
〜

五
二
頁
）
所
引
『
後
光
明
院
御
元
服
即
位
等
記
』（
無
窮
会
神
習
文
庫
に

草
稿
本
あ
り
。
筆
者
「
頭
左
中
弁
」）
に
注
目
す
べ
き
記
事
が
み
え
る
。
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が
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
御
製
は
、
ま
も
な
く
識
者
な
ど
に
も
広
ま
っ
た
の
か
、
尾
張
藩
の

深
田
正
韶
編
『
天
保
会
記
』（
細
野
要
斎
の
鈔
本
、「
名
古
屋
叢
書
」
三

編
、
第
十
三
巻
一
一
〇
頁
所
収
、
昭
和
六
十
二
年
刊
）
の
中
に
、
次
の
如

く
引
載
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
は
太
田
正
弘
氏
の
御
示
教
に
よ
る
）。

○ 

今
上
兼と

も

仁ひ
と

天
皇
、
新
造
内
裏
の
還
幸
の
後
〔
寛
政
二
年
庚
戌
〕
手

書
し
て
／
征
夷
大
将
軍
に
賜
り
し
御
製

　

仙
洞
（
後
桜
町
上
皇
）
御
製

殿
づ
く
り　

み
が
き
た
て
た
る
う
れ
し
さ
の　

こ
こ
ろ
を
みの

すぶ

るる　

や
ま
と
こ
と
の
葉

　

し
か
も
、
こ
の
漢
詩
に
は
、
幕
府
の
儒
官
柴
野
邦
彦
（
栗
山
）
が
注
解

を
加
え
て
お
り
、
そ
れ
も
含
め
て
幕
末
に
書
写
さ
れ
た
「
諸
家
文
集
」
が

東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
特
別
文
庫
（
中
山
久
四
郎
氏
旧
蔵
本
）
の
中
に

あ
る
。
当
時
の
良
好
な
朝
幕
関
係
を
示
す
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、
主
題
か

ら
外
れ
る
の
で
翻
刻
は
割
愛
す
る
。

 

（
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
七
日
稿
）

　
 

寛
永
廿
年
十
月
三
日

（
※
近
江
国
司
と
美
濃
国
司
へ
の
太
政
官
符
も
同
文
）

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
譲
位
に
よ
る
「
剣
璽
」
渡
御
の
際
、「
木
契
」
と
「
鈴
櫃
」

が
用
意
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
木
契
は
、
平
安
初
頭
以
来
の
「
三
関
」（
伊
勢
の

鈴
鹿
、
近
江
の
相
坂
、
美
濃
の
不
破
）
を
固
め
る
た
め
に
、
国
名
を
書
い
て

「
鈴
櫃
」
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
勅
符
と
木
契
は
「
主
鈴
」
が
「
鈴
櫃
」

に
封
じ
納
め
た
こ
と
、
三
関
の
国
司
に
下
さ
れ
る
太
政
官
符
に
は
古
式
ど
お

り
「
駅
鈴
」
に
駅
伝
の
刻
数
を
示
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
三
関
の
官
符
な
ど
実
体
の
な
い
作
文
で
あ
ろ
う
が
、
譲
位

儀
式
に
際
し
て
、「
木
契
」
や
「
鈴
櫃
」
を
必
要
と
す
る
認
識
が
江
戸
初

期
に
も
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

光
格
天
皇
よ
り
将
軍
家
斉
へ
の
下
賜
御
製
詩

　

な
お
、
寛
政
二
年
に
完
成
し
た
新
造
内
裏
は
、
光
格
天
皇
か
ら
の
強
い

要
望
を
受
け
容
れ
た
幕
府
の
協
力
（
特
に
老
中
松
平
定
信
の
尽
力
）
に
よ

り
、
平
安
朝
風
の
内
裏
復
元
を
目
差
し
て
行
わ
れ
た
。
実
際
に
再
現
さ
れ

た
の
は
一
部
に
留
ま
る
が
、
そ
れ
で
も
天
皇
は
満
足
に
思
し
召
さ
れ
て
、

将
軍
徳
川
家
斉
に
感
謝
す
る
御
製
の
漢
詩
を
賜
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
感
激
し
た
家
斉
は
、
そ
の
御
製
漢
詩
を
自
ら
筆
写
し
て
、
造
営

奉
行
を
務
め
た
松
平
定
信
に
贈
っ
た
。
そ
れ
が
定
信
を
祀
る
三
重
県
桑
名

市
の
鎮
国
守
国
神
社
に
伝
存
し
、
桑
名
市
教
育
委
員
会
か
ら
カ
ラ
ー
写
真
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